
首
都
の
地
位
を
奪
わ
れ
た
南
京

︱
︱
『
洪
武
京
城
圖
志
﹄
硏
究
序
說

︱
︱

怨

宮

學

は
じ
め
に

︱
︱
｢洪
武
志
﹂
と
は
何
か

一

�
纂
の
經
雲

二

永
樂
以
後
の
液
傳

(1
)

�
淸

(2
)


現
代

三

弘
治
重
刻
本
と
淸
抄
本

四

三
修
本
﹃
太
祖
實
錄
﹄
に
殘
る
改
竄
の
痕
跡

お
わ
り
に

︱
︱
『太
祖
實
錄
﹄
に
み
る
�
都
の
影

は

じ

め

に

︱
︱
｢
洪
武
志
﹂
と
は
何
か

�
�
を
創
設
し
た
太
祖
洪
武
�
の
治
世
�
晚
年
に
あ
た
る
二
十
八
年

(一
三
九
五
)
十
二
�
の
こ
と
で
あ
る
︒
敕
命
を
奉
じ
て
�
纂
さ
れ
た

書
物
の
刊
行
を
命
じ
る
詔
が
出
さ
れ
た
︒﹃
�
太
祖
實
錄
﹄
卷
二
四
三
︑
同
年
同
�
辛
亥
の
條
に
は
︑
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
︒

｢洪
武
志
﹂
の
書
成
る
︒
其
の
書
は
︑
都
城
の
山
川
地
里
︑
封
域
の
沿
革
︑
宮
闕
門
觀
の
制
度
を
営
べ
︑
以
て
壇
r
・
寺
宇
・
街
市
・
橋
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梁
の
円
置
�
易
に
�
ぶ
ま
で
具
つ
ぶ
さ

に
載
せ
ざ
る
な
し
︒
詔
し
て
こ
れ
を
刊
行
せ
し
む(1

)
︒

こ
こ
に
い
う
﹁
洪
武
志
﹂
と
は
︑
一
體
い
か
な
る
書
物
で
あ
ろ
う
か
︒
ま
ず
そ
の
三
�
字
に
着
目
し
て
�
の
楊
士
奇
等
�
﹃
�
淵
閣
書
目
﹄

を
繙
く
と
︑
卷
四
に
同
名
の
﹁
洪
武
志
二
册
﹂
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
︒﹃
�
淵
閣
書
目
﹄
は
︑
北
京
の
宮
城
內
東
南
隅
の
�
淵
閣
に
收
藏

す
る
書
籍
の
排
架
目
錄
で
︑
正
瓜
六
年

(一
四
四
一
)
六
�
に
內
閣
大
學
士
楊
士
奇
ら
に
よ
っ
て
�
纂
さ
れ
た
︒
永
樂
十
九
年

(
一
四
二
一
)
の

北
京
�
都
に
あ
た
り
南
京
か
ら
�
ば
れ
た
書
籍
は
︑
奉
天
門
外
に
あ
る
左
順
門
內
の
北
�
に
一
時
收
�
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
︒
落
雷
で
燒
失

し
て
い
た
三
殿
二
宮
が
再
円
さ
れ
た
そ
の
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
�
淵
閣
の
東
閣
に
移
し
て
排
架
さ
れ
︑
�
一
點
檢
と
番
號
を
附
す
作
業
の
の

ち
に
︑
目
錄
が
作
成
さ
れ
た(2

)
︒

こ
の
同
名
の
﹁
洪
武
志
二
册
﹂
は
︑﹃
�
淵
閣
書
目
﹄
(景
印
�
淵
閣
四
庫
 
書
本
)
卷
四
で
は
暑
字
號
第
一
廚
書
目
︑
舊
志
の
﹁
南
京
至
北
京

驛
"
方
面
一
册
﹂
と
﹁
北
#
志
二
册
﹂
と
の
あ
い
だ
に
排
列
さ
れ
て
い
る
︒
こ
こ
に
い
う
﹁
舊
志
﹂
と
は
︑
こ
れ
に
續
く
$
字
號
の
﹁
怨
志
﹂

と
對
に
な
る
も
の
で
あ
る
︒
怨
志
︑
す
な
わ
ち
怨
た
に
�
纂
さ
れ
た
方
志
と
は
︑
北
京
�
都
を
目
%
に
&
え
た
永
樂
十
六
年
六
�
の
詔
に
よ
り

纂
修
が
始
ま
っ
た
地
方
志
の
こ
と
で
あ
る(3

)
か
ら
︑
舊
志
は
そ
れ
以
%
に
�
纂
さ
れ
た
方
志
の
こ
と
で
あ
る
︒

因
み
に
こ
の
﹁
洪
武
志
﹂
と
い
う
書
名
は
︑﹃
�
淵
閣
書
目
﹄
以
影
に
�
纂
さ
れ
た
焦
竑
�
﹃
國
(
經
籍
志
﹄︑
孫
能
傳
�
﹃
內
閣
藏
書
目

錄
﹄︑
黃
*
稷
�
﹃
千
頃
堂
書
目
﹄
な
ど
の
�
末
や
淸
初
の
代
表
+
な
書
目
に
は
い
ず
れ
も
著
錄
さ
れ
て
い
な
い
︒
�
末
に
は
す
で
に
散
佚
し

て
い
た
と
-
斷
さ
れ
る
︒
實
錄
の
﹁
洪
武
志
﹂
と
は
︑
あ
る
い
は
こ
の
書
の
こ
と
か
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
︒
し
か
し
書
名
の
一
致
か
ら
だ

け
で
は
同
定
の
決
め
手
に
缺
け
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
︒

ま
た
洪
武
年
閒
に
は
︑﹃
大
�
志
﹄
と
い
う
書
名
を
も
つ
書
物
も
�
纂
さ
れ
て
い
る(4

)
︒
儒
士
魏
俊
民
ら
六
名
に
命
じ
て
�
纂
さ
せ
た
地
理
書

で
あ
る
︒
こ
れ
も
管
見
の
か
ぎ
り
現
存
が
確
/
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
︑
實
錄
に
よ
れ
ば
︑
 
國
の
府
州
縣
や
地
理
・
形
勢
︑
�
�
へ
の
影
附

の
顚
末
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
-
�
す
る
︒
の
ち
の
﹃
寰
宇
0
志
﹄
や
﹃
大
�
一
瓜
志
﹄
�
纂
の
先
蹤
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う(5

)
︒
し
か

し
こ
の
﹃
大
�
志
﹄
は
洪
武
三
年
十
二
�
の
時
點
で
す
で
に
完
成
し
て
い
る
か
ら
︑
こ
れ
で
は
な
い
︒
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そ
こ
で
︑
あ
ら
た
め
て
實
錄
に
殘
さ
れ
た
﹁
洪
武
志
﹂
の
記
載
項
目
を
も
と
に
檢
討
を
加
え
る
︒
先
に
引
用
し
た
實
錄
に
見
え
る
﹁
都
城
の

山
川
地
里
﹂
と
い
う
場
合
の
都
城
と
は
︑
古
く
は
ひ
ろ
く
城
郭
都
市
を
1
味
し
て
い
た
︒
し
か
し
後
世
で
は
︑
よ
り
限
定
し
て
天
子
の
居
2
で

あ
る
﹁
み
や
こ
﹂
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た(6

)
︒
し
か
も
都
城
の
語
に
加
え
て
﹁
宮
闕
門
觀
の
制
度
﹂
と
い
う
表
現
に
も
着
目
す
れ
ば
︑
こ
の
書
は

洪
武
�
の
宮
殿
が
置
か
れ
て
い
た
都
の
南
京
に
關
す
る
書
物
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
︒

さ
ま
ざ
ま
な
書
目
や
工
具
書
の
類
を
利
用
で
き
る
現
代
に
生
き
る
我
々
で
あ
れ
ば
︑
都
の
南
京
に
關
す
る
洪
武
年
閒
の
書
物
と
い
え
ば
︑
一

般
に
地
方
志
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
禮
部
奉
敕
�
﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
を
比
�
+
容
易
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る(7

)
︒

『中
國
古
籍
善
本
書
目
﹄
(
部
上

(上
海
古
籍
出
版
社
︑
一
九
九
一
年
)
に
よ
れ
ば
︑﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
は
︑
南
京
圖
書
館
2
藏
の
﹁
�
弘
治

五
年
朱
宗
刻
本

淸
丁
丙
跋
﹂
一
卷
と
北
京
圖
書
館

(現
︑
中
國
國
家
圖
書
館
)
2
藏
の
﹁
淸
抄
本
﹂
一
卷
の
二
種
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
︒

洪
武
原
刻
本
の
存
在
は
未
だ
確
/
さ
れ
て
い
な
い
︒
%
者
の
南
京
圖
書
館
2
藏
の
弘
治
重
刻
本
は
︑
淸
代
後
8
の
四
大
藏
書
家
と
目
さ
れ
る
杭

州
錢
塘
の
人
丁
申
・
丁
丙
兄
弟
が
集
め
た
八
千
卷
樓
藏
書
に
收
藏
さ
れ
て
い
た
が
︑
こ
れ
を
も
と
に
民
國
十
八
年

(
一
九
二
九
)
に
南
京
で
線

裝
本
一
册
と
し
て
影
印
さ
れ
た(8

)
︒

弘
治
重
刻
本
を
も
と
に
し
た
民
國
影
印
本
﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
の
﹁
目
錄
﹂
に
は
︑
宮
闕
＊
・
城
門
＊
・
山
川
＊
・
壇
r
＊
・
官
署
・
學

校
・
寺
觀
＊
・
橋
梁
＊
・
街
市
＊
・
樓
館
・
倉
庫
・
廏
牧
・
園
圃
の
十
三
項
目
を
立
て
て
い
る
︒
＊
を
附
し
た
七
項
目
は
︑
實
錄
の
記
営
と
一

致
す
る
項
目
で
あ
る
︒
そ
れ
ら
の
項
目
は
︑
實
錄
に
殘
さ
れ
た
﹁
洪
武
志
﹂
の
項
目
と
も
ほ
ぼ
對
應
し
て
お
り
︑﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
の
書
名

を
﹁
洪
武
志
﹂
と
省
略
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
-
斷
さ
れ
る
︒

ま
た
本
書
の
卷
首
に
は
︑
詹
事
府
丞
杜
澤
に
よ
る
﹁
洪
武
京
城
圖
志
序
﹂
を
載
せ
て
お
り
︑
そ
の
末
尾
に
は
︑﹁
洪
武
二
十
八
年
冬
十
<
二

�
二
十
二
日
︑
承
直
郞
詹
事
府
丞
臣
杜
澤
謹
ん
で
序
す
﹂
と
記
し
て
い
る
︒
こ
の
十
二
�
二
十
二
日
の
日
附
こ
そ
︑
ま
さ
に
冒
頭
に
引
用
し
た

實
錄
の
﹁
辛
亥
﹂
の
日
に
あ
た
る(9

)
︒
こ
の
點
か
ら
も
﹁
洪
武
志
﹂
と
は
︑﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
を
指
す
と
斷
定
し
て
閒
?
い
な
い
︒

さ
て
︑
本
書
の
書
名
が
實
際
に
﹁
洪
武
志
﹂
と
省
略
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
は
︑﹃
永
樂
大
典
﹄
(
中
華
書
局
︑
一
九
六
○
年
)
卷
七
五
一
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六
︑
十
八
陽
・
倉
の
﹁
軍
`
倉
﹂
の
項
目
に
引
用
す
る
﹁
洪
武
志
︑
軍
`
倉
在
鼓
樓
西
馬
鞍
山
下
�
各
衙

(衞
)
營
︒﹂
の
記
事
か
ら
も
確
か

め
ら
れ
る
︒
こ
の
記
事
は
︑﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
倉
庫
司
局
の
﹁
軍
`
倉
﹂
の
記
事
と
同
一
で
あ
る
︒
同
樣
に
卷
七
七
○
一
︑
十
九
庚
・
京
の

﹁
南
京
﹂
の
項
目
に
も
﹁
洪
武
志
﹂
と
あ
り
︑
續
け
て
﹁
輿
地
志
云
︑
鍾
山
古
金
陵
山
也
︑
縣
邑
之
名
由
此
而
立
﹂
以
下
︑
 
部
で
三
三
八
字

の
記
営
が
あ
る
︒
こ
れ
も
本
書
の
﹁
皇
都
山
川
封
城マ

マ

圖
攷
﹂
か
ら
の
引
用
で
あ
る
︒

附
言
す
れ
ば
︑﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
は
﹃
�
淵
閣
書
目
﹄
で
は
卷
四
︑
來
字
號
第
一
廚
書
目
︑
古
今
志
雜
志
附
に
著
錄
さ
れ
︑﹁
析
津
志
典
三

十
四
册
﹂
と
﹁
大
�
淸
類
天
�
分
野
書
十
二
册
﹂
と
の
あ
い
だ
に
﹁
洪
武
京
城
圖
志
二
册
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
�
初
に
觸

れ
た
暑
字
號
第
一
厨
書
目
︑
舊
志
の
﹁
洪
武
志
二
册
﹂
は
︑
實
錄
の
﹁
洪
武
志
﹂
と
は
別
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
-
�
す
る
︒

一
般
に
實
錄
で
は
︑
王
�
自
ら
が
�
纂
し
た
書
籍
は
す
べ
て
記
錄
に
と
ど
め
る
と
い
う
�
集
方
針
が
A
ら
れ
て
い
た(10

)
︒
因
み
に
︑
李
晉
華

﹃
�
代
敕
�
書
考
﹄
に
は
洪
武
�
に
�
纂
さ
れ
た
敕
�
書
と
し
て
八
十
四
種
を
擧
げ
て
い
る
︒
そ
の
う
ち
五
十
五
種
に
つ
い
て
︑
そ
の
�
纂
ま

た
は
刊
行
の
記
事
が
﹁
太
祖
實
錄
に
見
え
る
﹂
と
B
記
し
て
い
る(11

)
︒
そ
の
實
錄
に
載
せ
る
敕
�
書
の
書
名
の
ほ
と
ん
ど
は
省
略
さ
れ
る
こ
と
な

く
そ
の
ま
ま
表
記
さ
れ
て
い
る
點
も
︑
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
︒

『洪
武
京
城
圖
志
﹄
に
つ
い
て
は
︑
李
晉
華
は
實
錄
の
﹁
洪
武
志
﹂
の
記
営
が
本
書
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
落
と
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
︑
冒
頭
に
揭
げ
た
實
錄
洪
武
二
十
八
年
十
二
�
辛
亥
の
條
を
引
か
ず
に
︑﹁
�
書
經
籍
志
に
見
え
る
﹂
と
の
み
B
記
し
て
い
る(12

)
︒
し
か
し

見
落
と
し
た
の
は
李
自
身
の
責
任
と
い
う
よ
り
は
︑
實
錄
で
そ
の
書
名
が
單
に
﹁
洪
武
志
﹂
と
略
さ
れ
る
こ
と
で
︑﹁
京
城
﹂
す
な
わ
ち
首
都

南
京
に
關
わ
る
圖
志
で
あ
る
こ
と
が
不
�
瞭
に
な
っ
た
た
め
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い(13

)
︒

年
刊
行
さ
れ
た
張
英
聘
﹃
�
代
南
直
隸
方
志
硏
究
﹄

は
︑
�
代
に
�
纂
さ
れ
た
南
直
隸
の
地
方
志
四
三
六
種
に
つ
い
て
そ
の
版
本
や
存
佚
狀
況
を
�
ら
か
に
し
た
勞
作
で
あ
る
︒
し
か
し
張
女
(
も

ま
た
實
錄
に
見
え
る
﹁
洪
武
志

(書マ
マ

)
﹂
が
﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
を
指
す
こ
と
に
氣
づ
い
て
お
ら
ず
︑
こ
の
書
に
つ
い
て
は
�
初
の
一
瓜
志
の

�
纂
に
關
す
る
部
分
で
論
�
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る(14

)
︒

と
こ
ろ
で
︑
黃
*
稷
�
﹃
千
頃
堂
書
目
﹄
で
は
︑
卷
六
︑
地
理
類
上
に
﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
一
卷
を
著
錄
し
た
上
で
︑﹁
都
城
の
山
川
地
里
︑
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附
表

洪
武
�
の
敕
�
書
一
覽

no.

書

名

卷

數

�
纂
・
刊
行
時
8

�

者

存
・
佚

備

考

1

公
子
書

丙
午
年
(一
三
六
六

)
11
�

熊
鼎
・
朱
夢
炎
等

佚

太
祖
實
錄
卷
21
︑
丙
午
11
�
壬
辰
︑千
頃
堂
書
目
卷
11

2

務
農
技
藝
商
賈
書

丙
午
年
11
�

熊
鼎
・
朱
夢
炎
等

佚

太
祖
實
錄
卷
21
︑丙
午
11
�
壬
辰
︑千
頃
堂
書
目
卷
11

3

律
令

吳
元
年
(一
三
六
七

)
10
�

李
善
長
等

佚

太
祖
實
錄
卷
26
︑
吳
元
年
10
�
甲
寅
︑
卷
28
︑
同
年

12
�
甲
辰

4

律
令
直
解

1
卷

吳
元
年
12
�

周
禎
等

佚

太
祖
實
錄
卷
28
上
︑
吳
元
年
12
�
戊
午
︑
國
(
經
籍

志
<
存
目

5

女
戒

洪
武
元
年
(一
三
六
八

)
3
�

朱
升
等

佚

太
祖
實
錄
卷
31
︑
洪
武
元
年
3
�
辛
未

6

祖
訓
錄

1
卷

洪
武
2
年
4
�
・
6
年

5
�

中
書

存

太
祖
實
錄
卷
41
︑
洪
武
2
年
4
�
乙
亥
︑
卷
82
︑
洪

武
6
年
5
�
壬
寅

7

元
(

212
卷

洪
武
2
年
8
�

宋
濂
等

存

太
祖
實
錄
卷
39
︑
洪
武
2
年
2
�
丙
寅
︑
卷
44
︑
同

年
8
�
癸
酉

8

大
�
集
禮

50
卷

洪
武
3
年
9
�

曾
魯
等

存

太
祖
實
錄
卷
44
︑
洪
武
2
年
8
�
是
�
︑
卷
56
︑
3

年
9
�
是
�

9

大
�
志

洪
武
3
年
12
�

魏
俊
民
等

佚

太
祖
實
錄
卷
59
︑
洪
武
3
年
12
�
辛
酉

10

憲
綱

1
卷

洪
武
4
年
正
�

御
(
臺

存

太
祖
實
錄
卷
60
︑
洪
武
4
年
正
�
己
亥
︑
卷
81
︑
洪

武
6
年
4
�
戊
戌

11

存
心
錄

10
卷

(殘
2
卷
)
洪
武
4
年
7
�

劉
三
吾
等

存

太
祖
實
錄
卷
31
︑
洪
武
元
年
3
�
己
亥
︑
卷
67
︑
洪

武
4
年
7
�
辛
亥

12

羣
經
類
K

洪
武
6
年
正
�

劉
基
等

佚

千
頃
堂
書
目
卷
3

13

昭
鑒
錄

2
卷

洪
武
6
年
3
�

陶
凱
等

存

太
祖
實
錄
卷
80
︑
洪
武
6
年
3
�
癸
卯
︑國
(
經
籍
志

14

辨
奸
錄

1
卷

洪
武
6
年
7
�

宋
濂
等

佚

皇
�
憲
違
類
�

15

大
�
律

30
卷

洪
武
6
年
閏
11
�

劉
惟
L
等

存

太
祖
實
錄
卷
86
︑
洪
武
6
年
閏
11
�
庚
寅

16

大
�
日
曆

100
卷

洪
武
7
年
5
�

宋
濂
・
樂
韶
鳳
等

佚

太
祖
實
錄
卷
85
︑
洪
武
6
年
9
�
壬
寅
︑
卷
89
︑
7

年
5
�
丙
寅
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附
表

洪
武
�
の
敕
�
書
一
覽

(続
き
)

no.

書

名

卷

數

�
纂
・
刊
行
時
8

�

者

存
・
佚

備

考

17

皇
�
寶
訓

5
卷

洪
武
7
年
5
�

宋
濂
等

存

太
祖
實
錄
卷
89
︑
洪
武
7
年
5
�
丙
寅

18

御
製
孝
慈
錄

1
卷

洪
武
7
年
11
�

太
祖

佚

太
祖
實
錄
卷
94
︑
洪
武
7
年
11
�
壬
戌

19

御
製
�
集

15
卷

洪
武
7
年
12
�

樂
韶
鳳
・
宋
濂
等

存

千
頃
堂
書
目
卷
17
︑洪
武
7
年
12
�
甲
寅
︑劉
基
後
序

20

御
B
"
德
經

2
卷

洪
武
7
年
12
�

太
祖

存

太
祖
實
錄
卷
95
︑
洪
武
7
年
12
�
甲
辰

21

洪
武
P
政
記

2
卷

洪
武
8
年
正
�

宋
濂

存

千
頃
堂
書
目
卷
4
︑
皇
�
憲
違
類
�

22

御
製
Q
世
0
訓

1
卷

洪
武
8
年
2
�

太
祖

存

太
祖
實
錄
卷
97
︑
洪
武
8
年
2
�
丙
午

23

洪
武
正
韻

16
卷

洪
武
8
年
3
�

宋
濂
・
樂
韶
鳳
等

存

太
祖
實
錄
卷
98
︑
洪
武
8
年
3
�
是
�

24

繁
�
鍳
戒

1
卷

洪
武
8
年
12
�

佚

千
頃
堂
書
目
卷
9

25

表
箋
式

1
卷

洪
武
8
年
12
�

佚

千
頃
堂
書
目
卷
9

26

円
言
格
式

1
卷

洪
武
9
年
12
�

中
書

佚

太
祖
實
錄
卷
110
︑
洪
武
9
年
12
�
庚
戌

27

春
秋
本
末

30
卷

洪
武
12
年
6
�

傅
藻
等

佚

太
祖
實
錄
卷
118
︑
洪
武
11
年
5
�
癸
酉
︑
卷
125
︑
12

年
6
�
乙
酉

28

案
牘
減
繁
式

1
卷

洪
武
12
年
8
�

廷
臣

佚

太
祖
實
錄
卷
126
︑
洪
武
12
年
8
�
戊
寅

29

臣
戒
錄

10
卷

(殘
5
卷
)
洪
武
13
年
6
�

é
林
儒
臣

存

太
祖
實
錄
卷
132
︑
洪
武
13
年
6
�
是
�

30

相
鑑

20
卷

(殘
16
卷
)
洪
武
13
年

吳
沈
等

存

千
頃
堂
書
目
卷
10
︑
內
閣
藏
書
目
錄
︑
太
祖
�
集

31

昭
示
奸
黨
錄
︑第
二
錄
︑

第
三
錄

各
1
卷

洪
武
13
年

佚

千
頃
堂
書
目
卷
10

32

淸
敎
錄

1
卷

洪
武
13
年

佚

千
頃
堂
書
目
卷
10

33

華
夷
譯
語

1
卷

洪
武
13
年
正
�

火
原
X
等

存

太
祖
實
錄
卷
141
︑
洪
武
15
年
正
�
丙
戌

34

精
[
錄

3
卷

洪
武
16
年
2
�

吳
沈
等

佚

太
祖
實
錄
卷
152
︑
洪
武
16
年
2
�
己
丑

35

\
飮
酒
禮
圖
式

1
卷

洪
武
16
年
10
�

禮
部

佚

太
祖
實
錄
卷
157
︑
洪
武
16
年
10
�
乙
未
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附
表

洪
武
�
の
敕
�
書
一
覽

(続
き
)

no.

書

名

卷

數

�
纂
・
刊
行
時
8

�

者

存
・
佚

備

考

36

大
�
淸
類
天
�
分
野
書

24
卷

洪
武
17
年
閏
10
�

劉
基

存

太
祖
實
錄
卷
167
︑
洪
武
17
年
閏
10
�
是
�

37

御
製
大
誥

1
卷

洪
武
18
年
10
�

太
祖

存

太
祖
實
錄
卷
176
︑
洪
武
18
年
10
�
己
丑

38

御
製
大
誥
續
�

1
卷

洪
武
19
年
3
�

太
祖

存

太
祖
實
錄
卷
177
︑
洪
武
19
年
3
�
辛
未

39

省
躬
錄

1
卷

洪
武
19
年
3
�

劉
三
吾

佚

太
祖
實
錄
卷
177
︑
洪
武
19
年
3
�
是
�

40

志
戒
錄

1
卷

洪
武
19
年
10
�

劉
三
吾

佚

太
祖
實
錄
卷
179
︑
洪
武
19
年
10
�
是
�
︑
千
頃
堂
書

目
卷
10

41

御
製
大
誥
三
�

1
卷

洪
武
19
年
12
�

太
祖

存

太
祖
實
錄
卷
179
︑
洪
武
19
年
12
�
癸
巳

42

御
ù
書
洪
範

1
卷

洪
武
20
年
2
�

太
祖

佚

太
祖
實
錄
卷
180
︑
洪
武
20
年
2
�
甲
辰

43

禮
儀
定
式

1
卷

洪
武
20
年
10
�

李
原
名

存

太
祖
實
錄
卷
186
︑
洪
武
20
年
10
�
丁
卯
︑
千
頃
堂
書

目
卷
9

44

武
臣
大
誥

1
卷

洪
武
20
年
12
�

太
祖

存

太
祖
實
錄
卷
192
︑
洪
武
21
年
7
�
丙
戌

45

御
製
諭
武
臣
敕

1
卷

洪
武
21
年
8
�

太
祖

佚

太
祖
實
錄
卷
193
︑
洪
武
21
年
8
�
是
�

46

武
士
訓
戒
錄

1
卷

洪
武
21
年
10
�

太
祖

佚

太
祖
實
錄
卷
194
︑
洪
武
21
年
10
�
乙
丑

47

�
定
大
�
律

30
卷

洪
武
22
年
8
�

é
林
院
・
𠛬
部

佚

太
祖
實
錄
卷
197
︑
洪
武
22
年
8
�
是
�

48

韻
會
定
正

1
卷

洪
武
23
年
10
�

孫
吳
與

佚

太
祖
實
錄
卷
205
︑
洪
武
23
年
10
�
戊
寅

49

醒
貪
鯵
K
錄

2
卷

洪
武
25
年
8
�

戶
部

佚

太
祖
實
錄
220
︑
洪
武
25
年
8
�
是
�
︑
千
頃
堂
書
目
卷
11

50

大
�
官
制

5
卷

洪
武
25
年
11
�

儒
臣

存

太
祖
實
錄
卷
222
︑
洪
武
25
年
11
�
是
�

51

頴
善
癉
惡
錄
︑
續
錄

3
卷
︑
1
卷

洪
武
25
年

佚

千
頃
堂
書
目
卷
10
︑
內
閣
藏
書
目
錄

52

諸
司
職
掌

10
卷

洪
武
26
年
3
�

b
部

存

太
祖
實
錄
卷
226
︑
洪
武
26
年
3
�
庚
午

53

稽
制
錄

1
卷

洪
武
26
年
3
�

é
林
院

佚

太
祖
實
錄
卷
226
︑
洪
武
26
年
3
�
是
�

54

c
臣
錄

5
卷

洪
武
26
年
3
�

é
林
臣

存

千
頃
堂
書
目
卷
10
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洪
武
�
の
敕
�
書
一
覽

(続
き
)

no.

書

名

卷

數

�
纂
・
刊
行
時
8

�

者

存
・
佚

備

考

55

永
鑑
錄

1
卷

洪
武
26
年
12
�

佚

太
祖
實
錄
卷
230
︑
洪
武
26
年
12
�
是
�

56

世
臣
總
錄

1
卷

洪
武
26
年
12
�

佚

太
祖
實
錄
卷
230
︑
洪
武
26
年
12
�
是
�

57

敎
民
榜

1
卷

洪
武
27
年
4
�
︑
31
年

3
�

太
祖

存

太
祖
實
錄
卷
232
︑
洪
武
27
年
4
�
壬
午
︑
千
頃
堂
書

目
卷
9

58

書
傳
會
d

6
卷

洪
武
27
年
9
�

劉
三
吾
等

存

太
祖
實
錄
卷
234
︑
洪
武
27
年
9
�
癸
丑

59

寰
宇
0
衢

1
卷

洪
武
27
年
9
�

é
林
儒
臣
・
廷
臣

存

太
祖
實
錄
卷
234
︑
洪
武
27
年
9
�
庚
申

60

孟
子
e
�

7
卷

洪
武
27
年
10
�

劉
三
吾

存

千
頃
堂
書
目
卷
3

61

皇
�
祖
訓

1
卷

洪
武
28
年
閏
9
�

存

太
祖
實
錄
卷
242
︑
洪
武
28
年
閏
9
�
庚
寅

62

禮
制
集
K

1
卷

洪
武
28
年
11
�

劉
三
吾
等

存

太
祖
實
錄
卷
243
︑
洪
武
28
年
11
�
乙
亥

63

洪
武
京
城
圖
志

1
卷

洪
武
28
年
12
�

禮
部

存

太
祖
實
錄
卷
243
︑
洪
武
28
年
11
�
辛
亥
︑
千
頃
堂
書

目
卷
6

64

0
鑑
f
論

3
卷

洪
武
29
年
5
�

寧
王
權

存

千
頃
堂
書
目
卷
5
︑
絳
雲
樓
書
目

65

爲
政
K
錄

1
卷

洪
武
30
年
正
�

佚

太
祖
實
錄
卷
249
︑
洪
武
30
年
正
�
是
�

66

大
�
律
誥

1
卷

洪
武
30
年
5
�

𠛬
官

佚

太
祖
實
錄
卷
253
︑
洪
武
30
年
5
�
甲
寅

67

長
(
黃
違
等
h
福
不
臣

榜
�

12
本

洪
武
30
年

太
祖

佚

千
頃
堂
書
目
卷
10
︑
�
淵
閣
書
目

68

春
秋
書
法
大
旨

1
卷

高
允
憲
・
楊
磐

佚

千
頃
堂
書
目
卷
2

69

紀
非
錄

1
卷

佚

千
頃
堂
書
目
卷
11
︑
國
(
經
籍
志

70

集
犯
諭

1
卷

太
祖

佚

千
頃
堂
書
目
卷
10

71

國
子
監
監
規

1
卷

佚

千
頃
堂
書
目
卷
9

*

太
祖
朱
元
璋
の
敕
命
に
よ
っ
て
�
纂
刊
行
さ
れ
た
書
籍
を
揭
げ
た
︒
k
宜
上
︑
卽
位
%
の
も
の
も
含
め
た
︒
作
成
に
あ
た
っ
て
は
︑
李
晉
華
﹃
�
代
敕
�
書
考
附
引
得
﹄
を
參
照
し
た
︒

*
*

備
考
欄
に
は
︑
典
據
と
し
た
﹃
太
祖
實
錄
﹄
の
卷
數
等
を
揭
げ
た
︒
實
錄
に
記
載
の
な
い
場
合
は
︑﹃
千
頃
堂
書
目
﹄
な
ど
の
書
目
に
依
據
し
た
︒



封
域
の
沿
革
︑
宮
闕
門
觀
の
制
度
を
営
べ
︑
以
て
壇
r
・
寺
宇
・
街
市
・
橋
梁
の
円
置
�
易
に
�
ぶ
︒
洪
武
二
十
八
年
に
�
す
﹂
と
B
記
す
る(15

)
︒

こ
の
B
記
は
︑
冒
頭
に
引
用
し
た
實
錄
の
記
事
の
一
部
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
も
の
と
-
斷
さ
れ
る
︒
�
末
淸
初
を
生
き
拔
い
た
黃
*
稷
の
原

籍
は
福
円
泉
州
府
晉
江
で
あ
っ
た
が
︑
�
末
に
南
京
國
子
監
丞
と
な
っ
た
父
の
居
中
が
�
�
の
倒
壞
を
知
っ
て
絕
食
し
て
o
く
な
る
と
︑
南
京

の
上
元
縣
に
移
り
p
ん
だ(16

)
︒
二
代
で
藏
書
八
萬
卷
を
集
め
た
と
い
う
︒
康
煕
十
八
年

(一
六
七
九
)
に
は
f
學
鴻
儒
に
推
擧
さ
れ
︑
�
(
總
裁

官
徐
元
�
の
薦
め
で
藝
�
志
の
�
纂
を
も
擔
っ
た
だ
け
あ
っ
て
︑
さ
す
が
に
實
錄
の
洪
武
二
十
八
年
十
二
�
辛
亥
の
條
に
出
て
く
る
﹁
洪
武

志
﹂
が
﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
を
指
す
こ
と
に
早
く
か
ら
氣
づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
︒

一

�

纂
の
經
雲

こ
こ
ま
で
︑﹃
太
祖
實
錄
﹄
に
載
せ
る
﹁
洪
武
志
﹂
が
﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
を
指
し
て
い
る
こ
と
を
�
ら
か
に
し
て
き
た
︒
そ
れ
で
は
實
錄

は
︑
敕
�
書
の
本
書
を
何
故
﹁
洪
武
志
﹂
と
省
略
し
︑
そ
の
正
確
な
書
名
を
殘
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
本
論
後

段
で
あ
ら
た
め
て
檢
討
す
る
こ
と
に
し
て
︑
ま
ず
﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
の
�
纂
經
雲
に
つ
い
て
確
/
し
て
お
き
た
い
︒

冒
頭
に
引
用
し
た
實
錄
に
見
え
る
よ
う
に
︑
本
書
は
洪
武
�
の
詔
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
書
籍
で
あ
る
︒
そ
の
�
纂
理
由
に
つ
い
て
は
︑
右

春
坊
右
贊
善
王
俊
華
が
q
の
よ
う
に
営
べ
て
い
る
︒

而
し
て
京
師
の

壯
さ
か
ん

な
る
こ
と
は
增
u
崇
麗
し
︑
輪
蹄
vこ
も

ご
も
集
ま
り
︑
絲
管
喧
競
す
︒
歲
時
に
士
女
は
郭
に
填み

ち
郛
に
Fあ
ふ

る
︒
其
の
宏

盛
な
る
氣
象
は
︑
今
古
を
度
越
す
︒
豈
に
區
區
た
る
}
方
の
閏
位

(正
瓜
で
な
い
天
子
)
の
媲
擬

へ
い
ぎ

す
べ
け
ん
や
︒
然
り
皇
上
の
經
營
閲
�

は
︑
蓋
し
已
に
其
の
盛
ん
な
る
を
極
め
り
と
雖
も
︑
然
り
而
し
て
遐
方
�
裔
は
未
だ
其
の
�
を
覩み

ず
︑
以
て
P
謨
經
綸
の
至
れ
る
を
知
る

無
し
︒
爰こ

こ

に
禮
曹
に
詔
し
て
︑
畫
く
者
に
命
じ
て

貌
か
た
ど

り
以
て
圖
を
爲つ
く

ら
し
む
︒
(
中
略
)
凡
そ
一
瓜
の
規
模
を
大
に
す
る
2
以

ゆ
え
ん

の
も
の
は

一
覽
を
以
て
盡
く
こ
れ
を
得
べ
し
︒
圖
成
り
︑
幷
び
に
諸こ

れ

を
梓
に
鋟き
ざ

み
︑
且
つ
は
こ
れ
を
摹す

り
以
て
徧
く
四
方
に
示
す
︒
天
下
の
人
の
足

跡
未
だ
嘗
て
一
た
び
至
ら
ざ
る
者
を
し
て
皆
其
の
�
槩
を
覩み

る
を
得
せ
し
む
る
は
︑
亦
た
和
鑾
の
�
を
聞
き
︑
屬
車
の
塵
を
鉤
陳
・
�
尾
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の
閒
に
�
む
が
若
き
な
り
︒
大
い
な
る
か
な
︑
皇
上
の
英
謀
洩
略
︑
何
ぞ
其
れ
深
く
且
つ
至
れ
る
や(17

)
︒

京
師

(首
都
)
の
南
京
は
そ
の
當
時
壯
麗
を
極
め
て
お
り
︑
各
地
か
ら
車
馬
が
集
ま
り
︑
管
弦
の
�
の
喧
噪
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
︒
年
が
ら
年

中
︑
城
內
は
士
女
た
ち
で
F
れ
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
︒
洪
武
�
が
禮
部
に
詔
を
出
し
特
別
に
畫
工
に
命
じ
て
描
か
せ
た
の
は
︑
こ

う
し
た
南
京
の
繁
盛
の
さ
ま
を
都
を
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
�
方
の
人
々
に
も
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
︑

禮
部
奉
敕
の
﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
が
�
纂
さ
れ
た
理
由
が
�
ら
か
と
な
っ
た
︒

ま
た
先
に
觸
れ
た
詹
事
府
丞
杜
澤
の
序
�
で
も
︑
同
樣
に
洪
武
�
が
こ
の
圖
志
を
作
成
さ
せ
た
經
雲
と
そ
の
圖
の
出
來
映
え
に
つ
い
て
︑
以

下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
︒

皇
上
は
萬
�
の
暇
に
︑
工
に
命
じ
て
圖
を
繪え

が

か
し
め
︑
天
下
に
頒
示
す
︒
臣
は

侍
の
列
に

叨
み
だ
り

に
し
仰
ぎ
て
天
日

テ
ン
シ

の
光
を
瞻の
ぞ

む
︒
幸
い

に
も
斯
の
圖
を
睹み

る
に
感
戴
に
�
え
ず
︒
一
た
び
披
い
て
金
陵
の
形
�
︑
心
目
の
閒
に
了
然
た
り
︒
%
代
の
都
す
る
と
こ
ろ

徒
い
た
ず

ら
に
其

の
名
を
<
し
︑
而
れ
ど
も
よ
く
其
の
實
を
考
す
る
莫
き
が
若
き
に
は
非
ざ
る
な
り
︒
嗚
呼

あ

あ

︑
盛
ん
な
る
か
な(18

)
︒

日
頃
か
ら
洪
武
�
に

侍
し
て
い
た
杜
澤
も
︑
本
書
に
收
め
る
圖
の
原
圖
は
�
が
直
々
に
畫
工
に
命
じ
て
描
か
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
强
�

し
て
い
る
︒

『洪
武
京
城
圖
志
﹄
は
︑
す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
そ
の
目
錄
に
は
十
三
項
目
を
揭
げ
て
い
る
が
︑
あ
く
ま
で
そ
の
メ
イ
ン
は
﹁
皇
城
圖
﹂︑

﹁
京
城
山
川
圖
﹂
(圖
1
)
︑﹁
大
祀
壇
・
山
川
壇

(圖
)
﹂︑﹁
r
宇
寺
觀
圖
﹂︑﹁
官
署
圖
﹂
(圖
2
)
︑﹁
國
學
圖
﹂﹁
街
市
橋
梁
圖
﹂﹁
樓
館
圖
﹂
か

ら
な
る
八
圖
に
あ
っ
た(19

)
︒
淸
抄
本
を
影
印
し
た
北
京
圖
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
本
に
は
こ
れ
ら
の
八
圖
を
す
べ
て
載
せ
て
い
る
が
︑
民
國
影
印
本

で
は
︑
八
圖
の
う
ち
﹁
京
城
山
川
圖
﹂
が
缺
け
て
い
る(20

)
︒
確
か
に
こ
れ
ら
の
圖
は
︑
�
初
南
京
の
景
觀
や
都
市
�
�
を
解
讀
す
る
う
え
で
極
め

て
貴
重
な
も
の
で
あ
る(21

)
︒

杜
澤
は
さ
ら
に
︑
こ
の
圖
志
を
ひ
と
た
び
繙
け
ば
︑
首
都
南
京
の
景
�
を
心
中
に
�
瞭
に
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
る
︒
そ
の
樣
子
は
︑
名
ば

か
り
で
實
際
の
樣
子
の
-
ら
な
い
%
代
の
都
と
は
大
き
な
?
い
だ
と
ま
で
営
べ
る
︒
こ
こ
に
い
う
%
代
の
都
と
は
︑
す
な
わ
ち
元
�
の
大
都
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圖 1 官署圖 (淸抄本)

圖 2 京城山川圖 (民國影印本)



(の
ち
の
北
京
)
を
指
し
て
い
る
︒
こ
こ
で
は
︑
洪
武
�
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
南
京
の
景
�
が
%
代
の
大
都
の
そ
れ
と
對
比
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
B
1
を
拂
っ
て
お
き
た
い
︒

さ
て
︑
當
時
の
南
京
の
繁
盛
し
た
景
�
と
は
︑
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
︒
杜
澤
は
先
の
引
用
部
分
の
%
段
で
以
下
の
よ
う
に
鯵

X
に
ま
と
め
て
い
る
︒

乃
ち
紫
�
の
若
き
は
金
闕
に
臨
み
煌
煌
た
り
︑
黃
"
は
玉
街
を
分
ち
坦
坦
た
り
︑
城
郭
�
袤
︑
市
衢
條
<
り
︒
六
卿
は
左
に
居
り
︑
經
雲

す
る
に
�
を
以
て
す
︒
五
府
は
西
に
處
し
︑
鎭
靜
す
る
に
武
を
以
て
す
︒
十
r
の
如
き
は
以
て
忠
烈
を
祀
り
︑
十
樓
は
以
て
嘉
賓
を
待
つ
︒

此
れ
皇
上
の
經
制
す
る
と
こ
ろ
な
り
︒
此
を
以
て
こ
れ
を
觀
れ
ば
︑
京
師
は
天
下
の
本
︑
萬
邦
よ
り
輻
輳
し
︑
重
譯
來
庭
す
︑
四
海
の
歸

依
す
る
と
こ
ろ
︑
萬
民
の
取
正
す
る
と
こ
ろ
な
り
︒
�
代
七
�
の
一
方
に
}
據
す
る
の
侔ひ

と

し
く
す
べ
き
に
非
ざ
る
な
り(22

)
︒

煌
煌
と
光
り
輝
く
宮
殿
︑
坦
坦
と
し
て
廣
く
�
び
る
御
街
︑
�
々
と
聯
な
り
圍
む
城
壁
︑
秩
序
立
て
て
排
列
さ
れ
た
街
市
︑
左
右
對
稱
に
整
然

と
�
置
さ
れ
た
六
部
と
五
軍
都
督
府
の
中
央
官
廳
街
︑
冥
界
の
忠
烈
を
祀
る
十
r
と
現
世
の
賓
客
を
接
待
す
る
十
樓
︒
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
洪

武
�
が
創
円
し
た
も
の
で
あ
り
︑
六
�
の
円
康
城
以
來
︑
南
¥
の
江
寧
城
を
加
え
れ
ば
︑
七
つ
の
南
方
政
權
の
都
が
置
か
れ
て
い
た
頃
の
都
城

と
は
も
は
や
同
日
に
は
語
れ
な
い
と
い
う
︒

王
俊
華
も
ま
た
同
樣
に
南
京
城
內
の
縱
橫
に
走
る
街
路
︑
橋
梁
や
亭
臺
︑
祠
r
︑
公
侯
の
邸
宅
な
ど
︑
さ
ま
ざ
な
施
設
や
円
物
が
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
る
狀
況
を
︑
以
下
の
よ
う
に
営
べ
て
い
る
︒

毫
分
縷
析
す
る
に
︑
街
衢
Ë
隧
の
列
︑
橋
"
亭
臺
の
施
︑
名
賢
祠
屋
の
嚴
§

げ
ん
す
い

︑
王
侯
第
宅
の
華
好
︑
星
陳
棊
布
す
︒
地
に
顯
Õ
<
り
︑
而

し
て
沿
革
同
じ
か
ら
ず
︒
名
に
古
今
<
り
︑
而
し
て
表
著
衣
な
る
無
し
︒
凡
そ
一
瓜
の
規
模
を
大
に
す
る
2
以
の
も
の
は
一
覽
を
以
て
盡

く
こ
れ
を
得
べ
し

(中
略(23
)

)
︒

さ
ら
に
續
け
て
︑

皇
上
は
尺
土
に
階よ

ら
ず
︑
乃
ち
吳
越
の
疆
も
て
中
夏
を
席
Ü
す
︒
冰
天
・
丹
徼
の
域
︑
雕
題
金
齒
・
斷
髮
�
身
の
屬
︑
重
譯
し
て
至
ら
ざ
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る
莫
し
︒
嘉
禾
靈
草
︑
諸
祥
の
物
︑
(
に
書
く
に
絕
え
ず
︒
天
命
の
係
屬
す
る
と
こ
ろ
是
く
の
如
し
︒
夫
れ
湛
恩
厚
德
︑
千
萬
年
に
亘
る
︒

P
子
神
孫
︑
承
承
繼
繼
し
︑
以
て
此
の
無
窮
の
基
を
保
た
ん
︒
是
の
圖
を
覽
る
者
︑
其
れ
尙
ほ
斯
を
考
す
る
こ
と
<
ら
ん(24

)
︒

と
営
べ
る
︒
吳
越
の
地
す
な
わ
ち
江
南
か
ら
中
華
を
席
Ü
し
て
瓜
一
を
成
し

げ
た
だ
け
で
な
く
︑
極
北
®
¯
の
地
か
ら
南
方
炎
熱
の
地
ま
で
︑

さ
ま
さ
ま
な
容
°
や
±
俗
を
も
つ
人
々
が
は
る
ば
る
南
京
に
�
貢
し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
こ
の
圖
志
を
覽
る
者
は
︑
子
々
孫
々
ま
で
繼
承

さ
れ
る
不
窮
の
基
礎
を
築
き
上
げ
た
今
上
皇
�
た
る
洪
武
�
の
洩
業
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
結
ぶ
︒

元
末
の
民
衆
反
亂
の
中
か
ら
頭
角
を
現
し
た
朱
元
璋
が
︑
集
慶

(の
ち
の
南
京
)
に
根
據
地
を
定
め
た
の
は
︑
至
正
十
六
年

(一
三
五
六
)
三

�
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒
二
十
四
年
正
�
に
は
吳
王
を
稱
し
︑
つ
い
で
皇
�
に
卽
位
し
て
以
來
晚
年
に
い
た
る
ま
で
︑
三
十
年
餘
り
の
あ
い
だ
に

續
け
ら
れ
て
き
た
南
京
の
都
城
円
設
が
や
っ
と
完
成
の
域
に
²
し
た
時
點
で
刊
行
さ
れ
た
こ
の
﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
に
は
︑
洪
武
�
自
身
の
都

城
南
京
に
對
す
る
强
い
思
い
入
れ
が
³
め
ら
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
︒

と
こ
ろ
で
︑
こ
の
敕
�
書
の
序
�
の
執
筆
を
擔
當
し
た
詹
事
府
丞
杜
澤
は
︑
治
世
の
�
晚
年
を
´
え
つ
つ
あ
っ
た
洪
武
�
が
�
も
信
任
し
た

官
僚
の
一
人
で
あ
っ
た
︒
杜
澤
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
の
序
�
も
︑
洪
武
�
の
1
に
µ
う
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
︒
¶
年
洪
武
二
十
九
年
正
�

早
々
︑
彼
は
詹
事
府
丞

(正
六
品
)
か
ら
b
部
尙
書

(正
二
品
)
に
一
·
拔
�
さ
れ
た
︒
杜
澤
は
山
東
の
靑
州
府
沂
水
の
人
︒
�
學
を
も
っ
て

本
縣
の
儒
學
訓
¹
か
ら
京
官
の
司
經
局
校
書
の
試
職
を
º
か
り
︑
二
十
五
年
︑
詹
事
院
が
詹
事
府
に
改
め
ら
れ
る
と
︑
府
丞
に
昇
»
し
た
經
歷

を
持
つ
︒
今
囘
の
人
事
で
は
︑
さ
ら
に
六
部
の
官
職
の
�
高
位
に
ま
で
昇
り
詰
め
た
こ
と
に
な
る
︒
二
年
あ
ま
り
の
尙
書
在
任
中
に
は
︑
每
年

行
わ
れ
て
い
た
�
覲
の
制
を
三
年
に
一
度
に
鯵
素
¾
し
た
り
︑
京
官
や
府
縣
の
首
領
官
の
勤
務
À
定
の
方
法
を
定
め
た
り
し
て
い
る
︒
ま
た
一

品
か
ら
五
品
衙
門
に
い
た
る
b
員
出
身
の
ラ
ン
ク
を
定
め
て
い
る
︒
そ
の
の
ち
三
十
一
年
四
�
に
は
︑
老
齡
を
理
由
に
致
仕
し
た(25

)
︒

一
方
︑
題
記
で
そ
の
�
纂
經
雲
を
記
し
た
王
俊
華
は
︑
二
十
六
年
に
浙
江
紹
興
府
儒
學
敎
º

(從
九
品
)
か
ら
﹁
�
辭
を
善
く
す
る
を
以
て

旨
に
稱か

な

い
﹂
右
春
坊
右
贊
善

(從
六
品
)
に
拔
�
さ
れ
た(26

)
︒
こ
の
年
︑
 
國
各
地
か
ら
都
に
入
覲
し
た
府
州
縣
學
の
敎
官
の
う
ち
で
同
樣
に
拔

�
さ
れ
た
者
に
は
︑
陝
西
鞏
昌
府
秦
州
の
儒
學
訓
¹
の
門
克
怨
が
い
た(27

)
︒﹃
�
(
﹄
に
立
傳
さ
れ
た
克
怨
は
︑
洪
武
�
か
ら
經
學
と
歷
(
や
政
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治
の
得
失
に
つ
い
て
召
問
さ
れ
て
Â
み
隱
さ
ず
直
言
し
た
と
こ
ろ
︑
左
春
坊
左
贊
善

(從
六
品
)
に
拔
�
︑
さ
ら
に
數
年
後
に
は
禮
部
尙
書
ま

で
昇
»
し
た
︒
こ
れ
に
對
し
右
春
坊
右
贊
善
と
な
っ
た
王
俊
華
に
つ
い
て
言
え
ば
︑
二
十
九
年
に
é
林
院
學
士
劉
三
吾
と
と
も
に
﹁
慶
賀
謝
恩

表
箋
成
式
﹂
を
作
成
し
た
こ
と
が
彼
の
事
績
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る(28

)
︒

杜
澤
と
王
俊
華
の
兩
者
は
︑
い
ず
れ
も
�
違
に
巧
み
な
こ
と
か
ら
洪
武
�
か
ら
特
別
に
氣
に
入
ら
れ
て
拔
�
さ
れ
た
官
僚
で
あ
っ
た
︒
兩
者

は
洪
武
年
閒
を
代
表
す
る
官
僚
と
は
決
し
て
言
い
難
い
も
の
の
︑
�
が
治
世
の
�
晚
年
を
´
え
た
こ
の
時
點
で
は
︑
彼
ら
に
本
書
の
序
�
や
題

記
の
執
筆
を
任
せ
た
の
は
極
め
て
順
當
な
d
擇
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
︒

二

永
樂
以
後
の
液
傳

(1
)

�
淸

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
は
︑
太
祖
洪
武
�
直
々
の
命
を
Ä
け
て
禮
部
に
よ
っ
て
�
纂
さ
れ
た
敕
�
書
で
あ
っ
た
︒

そ
れ
故
︑
本
書
は
靖
難
の
役
で
円
�
�
か
ら
�
位
を
簒
奪
し
た
永
樂
�
の
初
政
に
あ
っ
て
も
か
な
り
重
視
さ
れ
て
い
た
︒﹃
永
樂
大
典
﹄
卷
七

七
○
一
︑
十
九
庚
・
京
に
は
︑
�
初
に
﹁
南
京
﹂
の
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
︑
そ
の
大
Ç
は
﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
の
記
載
が
占
め
︑
目
錄

と
圖
を
除
く
ほ
ぼ
 
�
が
載
せ
ら
れ
て
い
る(29

)
︒
こ
れ
に
續
け
て
︑
卷
七
七
○
二
に
﹁
北
京
﹂
の
項
目
を
立
て
た
そ
の
�
列
は
︑﹃
永
樂
大
典
﹄

が
南
京
で
�
纂
さ
れ
た
永
樂
五
年
當
時
の
南
京
と
北
京
の
序
列
を
そ
の
ま
ま
表
し
て
い
る(30

)
︒

こ
の
よ
う
に
﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
は
永
樂
初
年
ま
で
は
敕
�
書
に
相
應
し
い
位
置
づ
け
が
與
え
ら
れ
て
い
た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
後
世
で
は

洪
武
�
の
8
待
に
?
わ
ぬ
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
す
で
に
�
ら
か
に
し
た
よ
う
に
︑
そ
の
書
名
が
實
錄
に
正
確
に
載
せ
ら
れ
な

か
っ
た
だ
け
で
は
な
い
︒
洪
武
の
末
に
敕
�
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
 
國
に
頒
布
さ
れ
た
は
ず
で
は
あ
る
が
︑
�
�
一
代
を
0
じ
て
廣
く
液
布
し

た
形
跡
が
殘
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
︒
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そ
も
そ
も
︑
現
存
す
る
刻
本
は
中
國
の
南
京
圖
書
館
に
2
藏
す
る
弘
治
重
刻
本
一
部
の
み
で
︑
%
営
し
た
よ
う
に
洪
武
原
刻
本
の
存
在
は
確

/
さ
れ
て
い
な
い
︒
現
在
で
は
ま
さ
に
天
下
の
孤
本
と
な
っ
た
弘
治
重
刻
本
出
版
の
機
緣
を
つ
く
っ
た
南
京
戶
部
Ê
事
王
鴻
儒
は
︑
跋
�
の
中

で
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
︒

右
︑
洪
武
京
城
圖
志
一
帙
︑
洪
武
中
の
修
せ
し
と
こ
ろ
な
り
︒
其
れ
城
郭
宮
室
・
郊
r
壇
壝
・
街
衢
樓
館
・
山
川
橋
"
に
詳
し
︒
(
中
略
)

弘
治
壬
子
︑
杭
州
人
陳
<
功
の
處
よ
り
忽
ち
此
の
書
を
得
た
り
︑
未
だ
以
て
#
生
の
懷
い
を
滿
す
に
足
ら
ず
と
雖
も
︑
而
ど
も
金
陵
名
�

の
迹
︑
大
抵
こ
れ
を
得
る
な
り
︒
豈
に
亦
た
一
快
幸
に
非
ざ
ら
ん
や
︒
江
寧
知
縣
朱
宗
は
f
Ë
に
し
て
古
を
好
む
者
な
り
︒
見
て
こ
れ
に

悅
び
て
曰
く
︑﹁
此
れ
正
に
宗
の
見
る
を
願
う
と
こ
ろ
に
し
て
得
べ
か
ら
ざ
る
も
の
︑
庸
詎

な

ん

ぞ
海
內
の
人
此
の
心
を
同
じ
く
せ
ざ
る
者
<

る
を
知
ら
ん
や
︒
Î
う
ら
く
は
諸
を
梓
に
壽ほ

り
︑
以
て
其
の
傳
を
廣
め
ん
こ
と
を
︒
或
い
は
他
日
學
士
大
夫
の
南
都
の
盛
を
賦
さ
ん
と
欲

す
る
者
<
ら
ば
︑
亦
た
當
に
此
を
考
す
る
こ
と
<
る
べ
し
﹂
と(31

)
︒

王
鴻
儒
は
南
京
戶
部
Ê
事
在
任
中
の
弘
治
五
年

(一
四
九
二
)
に
杭
州
の
人
陳
<
功

(
不
詳
)
の
と
こ
ろ
で
﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
を
手
に
入
れ

た
︒
こ
れ
を
見
せ
ら
れ
た
江
寧
知
縣
朱
宗
が
一
目
見
た
い
と
願
い
な
が
ら
か
な
え
ら
れ
な
か
っ
た
書
物
だ
と
指
摘
す
る
よ
う
に
︑
本
書
は
當
地

の
南
京
に
お
い
て
す
ら
極
め
て
入
手
し
が
た
い
書
物
と
な
っ
て
い
た
︒
朱
宗
は
弘
治
元
年
か
ら
十
年
ま
で
南
京
附
郭
の
江
寧
知
縣
に
在
任
し(32

)
︑

f
Ë
好
古
の
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
︒
本
書
を
廣
め
た
い
と
い
う
彼
の
提
案
で
重
刻
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
︑
こ
れ
に
王
鴻
儒
自
身
が
同
年

十
�
四
日
の
日
附
を
附
し
た
跋
�
を
記
し
た
の
で
あ
る
︒

弘
治
重
刻
本
の
出
版
は
︑
當
地
南
京
の
官
衙
で
す
ら
早
く
も
�
代
中
8
に
い
た
る
と
す
で
に
閱
覽
が
困
難
と
な
っ
て
い
た
本
書
を
重
刻
し
後

世
に
傳
え
た
と
い
う
點
で
︑
極
め
て
重
K
な
1
義
を
持
っ
て
い
る
︒
�
代
後
Ç
以
影
に
よ
う
や
く
始
ま
る
南
京
關
係
の
地
誌
�
纂
事
業
に
お
い

て
用
い
ら
れ
た
の
は
︑
お
そ
ら
く
洪
武
原
刻
本
で
は
な
く
こ
の
弘
治
重
刻
本
で
あ
っ
た
ろ
う
︒

正
德
十
一
年

(一
五
一
六
)
に
﹃
金
陵
古
今
圖
考
﹄
を
著
し
た
陳
沂
は
︑﹁
圖
に
因
り
て
考
を
附
し
︑
以
て
觀
覽
に
備
え
ん
︒
若
し
そ
れ
本
�

の
詳
し
き
は
︑
則
ち
﹃
京
城
圖
志
﹄
在
る
<
り(33

)
﹂
と
営
べ
︑
�
�
で
は
本
書
が
�
も
詳
細
で
あ
る
と
高
く
推
奬
し
て
い
る
︒
陳
沂
の
家
は
︑
�
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初
の
祖
父
珤
の
代
に
醫
Ò
を
以
て
寧
波
府
鄞
縣
か
ら
都
の
太
醫
院
に
附
籍
し
た
︒
二
世
代
%
よ
り
南
京
の
地
に
移
り
p
み
南
都
の
景
�
を
熟
知

し
て
い
た
陳
沂
は
︑
應
天
府
尹
か
ら
府
志
�
纂
を
委
囑
さ
れ
た(34

)
︒
彼
が
»
士
に
擧
げ
ら
れ
る
の
は
︑
¶
年
十
二
年
の
こ
と
で
あ
る
︒
し
た
が
っ

て
�
纂
を
委
囑
さ
れ
た
當
時
は
ま
だ
擧
人
身
分
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
︑
そ
の
�
名
は
す
で
に
南
都
に
轟
い
て
い
た
の
で
あ
る
︒
彼
は
舊
志
を
繙

き
そ
の
他
の
(
料
を
f
搜
し
て
�
纂
に
取
り
か
か
っ
た
も
の
の
︑
府
志
は
完
成
せ
ず
に
Ó
わ
っ
た
ら
し
い
︒
し
か
し
獨
自
に
十
六
圖
を
描
い
て

そ
れ
ぞ
れ
に
考
證
を
附
し
て
出
來
上
が
っ
た
の
が
﹃
金
陵
古
今
圖
考
﹄
一
卷
で
あ
る
︒
圖
を
中
心
と
し
考
證
を
附
し
た
の
は
︑﹃
洪
武
京
城
圖

志
﹄
の
體
例
を
1
識
し
た
も
の
と
-
斷
さ
れ
る
︒

陳
沂
は
山
西
行
太
僕
寺
卿
の
官
を
も
っ
て
致
仕
し
南
京
に
戾
っ
て
か
ら
は
︑
書
室

初
齋
を
築
き
門
を
閉
ざ
し
て
著
作
活
動
に
專
念
し
た
︒

監
察
御
(
・
提
督
學
校
の
聞
人
`
に
委
囑
さ
れ
て
嘉
靖
十
三
年

(一
五
三
四
)
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
南
畿
志
﹄
六
十
四
卷
の
�
輯
に
携
わ
っ
た
︒

彼
は
︑
同
書
卷
一
︑
南
都
紀
を
﹃
大
�
一
瓜
志
﹄
と
﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
に
依
據
し
て
大
略
を
ま
と
め
た
と
記
し
て
い
る(35

)
︒
實
際
︑﹁
都
城
﹂

と
﹁
皇
城
﹂
部
分
の
末
尾
に
は
﹁
京
城
圖
志
﹂
と
い
う
B
記
も
な
さ
れ
て
お
り
︑
本
書
が
依
然
と
し
て
當
地
の
地
誌
�
纂
者
た
ち
に
重
視
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
-
�
す
る
︒

そ
の
後
︑
嘉
靖
8
を
代
表
す
る
�
人
の
一
人
の
歸
<
光

(生
歿
年
︑
一
五
○
六
～
七
一
)
が
︑
そ
の
�
集
に
﹁
題
洪
武
京
城
圖
志
後
﹂
と
い
う

題
記
を
殘
し
て
い
る(36

)
︒
こ
れ
に
よ
れ
ば
︑
嘉
靖
十
年

(一
五
三
一
)
に
應
天
\
試
Ä
驗
の
た
め
南
京
に
赴
く
に
あ
た
り
︑
吳
中
英
が
家
藏
す
る

本
書
を
見
せ
ら
れ
た
と
囘
想
し
て
い
る
︒
吳
中
英
は
︑
歸
と
同
\
崑
山
の
人
で
あ
る(37

)
︒
幼
く
し
て
讀
書
を
好
ん
だ
の
で
︑
父
親
が
書
物
千
卷
を

用
1
し
た
と
い
う
︒
吳
は
四
十
四
歲
を
´
え
た
こ
の
年
に
や
っ
と
辛
卯
科
の
應
天
\
試
に
�
第
し
擧
人
と
な
っ
た
︒

李
晉
華
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
︑
歸
<
光
が
見
せ
ら
れ
た
の
も
お
そ
ら
く
弘
治
重
刻
本
で
あ
ろ
う(38

)
︒
題
記
を
記
し
た
の
は
︑
そ
れ
か
ら
二

十
九
年
後
に
故
人
の
家
か
ら
本
書
を
再
び
借
用
し
た
折
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒
彼
が
そ
の
末
尾
に
題
跋
を
寄
せ
た
の
も
稀
覯
本
の
ゆ
え
で
あ
っ
た
︒

江
南
の
商
業
出
版(39

)
が
隆
盛
に
向
か
う
嘉
靖
末
年
に
い
た
っ
て
も
︑
本
書
は
稀
覯
本
で
あ
る
こ
と
に
變
わ
り
は
な
か
っ
た
︒

と
は
い
え
︑
�
代
の
地
方
志
を
數
多
く
收
集
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
寧
波
の
天
一
閣
に
は
︑
さ
す
が
に
本
書
が
收
藏
さ
れ
て
い
た
︒
天
一
閣
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は
︑
兵
部
右
侍
郞
范
欽
が
嘉
靖
四
十
年
代
に
円
�
し
た
も
の
で
︑
現
存
す
る
藏
書
樓
の
中
で
は
�
も
長
い
歷
(
を
誇
る
︒
駱
兆
#
に
よ
れ
ば
︑

康
煕
年
閒
の
舊
書
目
に
著
錄
さ
れ
て
い
た
も
の
の
︑
そ
の
後
散
出
し
た
と
い
う
︒
確
か
に
嘉
慶
年
閒
に
浙
江
Ö
撫
阮
元
が
范
邦
甸
等
に
命
じ
て

�
纂
し
た
書
目
に
は
︑
も
は
や
著
錄
さ
れ
て
い
な
い(40

)
︒

ま
た
北
直
隸
開
州
の
人
︑
晁
瑮
﹃
晁
氏
寶
�
堂
書
目
﹄
下
卷
︑
圖
志
に
も
︑
本
書
が
著
錄
さ
れ
て
い
る(41

)
︒
晁
瑮
は
︑
嘉
靖
辛
丑
科

(二
十

年
)
の
»
士
に
�
第
︑
庶
吉
士
を
º
か
り
é
林
院
に
×
ら
れ
て
讀
書
に
勤
し
ん
だ
︒
の
ち
に
檢
討
か
ら
修
�
を
へ
て
司
經
局
洗
馬
に
昇
任
し
︑

國
子
監
司
業
を
Ø
管
し
た
︒
華
北
の
地
に
あ
り
な
が
ら
そ
の
書
室
寶
�
堂
に
は
︑
七
千
種
を
超
え
る
書
籍
を
家
藏
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
︒

さ
ら
に
︑
錢
L
益
が
�
し
た
目
錄
と
し
て
知
ら
れ
る
﹃
絳
雲
樓
書
目
﹄
卷
一
︑
地
誌
類
に
は
﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
を
著
錄
し
て
お
り
︑
彼
も

ま
た
本
書
を
收
藏
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒
た
だ
し
︑
吳
縣
の
人
陳
景
雲
は
﹁
一
卷
︑
洪
武
閒
奉
敕
纂
修
﹂
と
ù
記
す
る
の
み
で
︑
洪
武

原
刻
本
か
弘
治
重
刻
本
か
ま
で
は
-
ら
な
い
︒
錢
は
�
末
を
代
表
す
る
藏
書
家
の
一
人
だ
か
ら
こ
そ
︑
こ
の
稀
覯
本
を
藏
書
に
加
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
る
が
︑
順
治
七
年

(一
六
五
○
)
に
失
火
に
よ
り
絳
雲
樓
の
藏
書
は
す
べ
て
灰
燼
に
歸
し
た(42

)
︒

淸
�
に
入
っ
て
も
︑
そ
う
し
た
狀
況
に
變
わ
り
は
な
か
っ
た
︒
乾
隆
年
閒
に
�
纂
さ
れ
た
﹃
四
庫
 
書
﹄
に
收
め
ら
れ
な
か
っ
た
ば
か
り
で

な
く
︑
阮
元
﹃
四
庫
未
收
書
目
提
K
﹄
や
﹁
 
燬
書
目
﹂﹁
抽
燬
書
目
﹂﹁
禁
書
總
目
﹂﹁
?
礙
書
目
﹂
等
を
收
め
た
﹃
淸
代
禁
燬
書
目
﹄
に
も

著
錄
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る(43

)
︒

"
光
二
年

(一
八
二
二
)
の
擧
人
で
上
元
縣
出
身
の
朱
緖
曾
は
︑﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
の
題
記
を
殘
し
て
い
る
︒﹁
鏤
刻
は
精
工
で
︑
字
體
は

趙
孟
頫

(松
Ü
)
の
書
に
仿
う
︒
共
に
六
十
葉
で
每
Ç
葉
十
行
︑
滿
行
十
九
字
で
あ
る
︒
Þ
幅
は
ß
闊
で
字
は
大
き
く
目
に
嬉
し
い
︒
(中
略
)

こ
の
圖
志
は
�
初
の
印
本
で
あ
る
︒
古
の
香
り
が
手
に
觸
れ
る
よ
う
で
︑
宋
元
の
佳
刻
と
衣
な
る
と
こ
ろ
が
無
い(44

)
﹂
な
ど
と
記
し
て
︑
�
初
の

洪
武
原
刻
本
を
繙
い
た
と
営
べ
る
︒
こ
れ
が
事
實
と
す
れ
ば
︑
現
在
で
は
そ
の
存
在
が
確
/
さ
れ
て
い
な
い
洪
武
原
刻
本
が
淸
�
後
Ç
ま
で

殘
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
︒
十
數
萬
卷
を
<
す
る
藏
書
家
と
し
て
知
ら
れ
る
朱
緖
曾
で
あ
る
が
︑
彼
自
身
が
本
書
を
收
藏
し
て
い
た
か
ま
で
は

觸
れ
て
い
な
い
︒
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(2
)


現
代


代
を
´
え
て
︑
先
に
も
觸
れ
た
よ
う
に
民
國
十
八
年

(一
九
二
九
)
に
南
京
の
中
社
よ
り
﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
と
﹃
金
陵
古
今
圖
考
﹄
が

石
印
本
で
影
印
出
版
さ
れ
た
︒
中
社
と
は
南
京
大
學
の
%
身
︑
國
立
中
央
大
學
を
中
心
と
す
る
數
名
の
敎
º
か
ら
な
る
私
+
な
同
人
結
社
で
︑

�
治
8
日
本
の
﹁
古
書
保
存
會
﹂
を
參
考
に
し
て
液
傳
の
少
な
い
古
籍
數
種
を
影
印
出
版
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た(45

)
︒

そ
の
活
動
の
中
心
人
物
が
︑
江
蘇
省
立
國
學
圖
書
館
館
長
を
一
九
二
七
年
六
�
以
來
︑
二
十
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
務
め
た
柳
詒
à

(生
歿
年

一
八
八
○
～
一
九
五
六
)
で
あ
る(46

)
︒
彼
が
Ê
�
し
た
﹃
江
蘇
省
立
國
學
圖
書
館
圖
書
總
目
﹄
四
十
四
卷
︑
補
�
十
二
卷
︑
 
三
十
册
︑

一
九
三
五
年
刊
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
︒
ほ
か
に
も
︑
館
藏
す
る
丁
氏
舊
藏
の
宋
元
版
の
書
影
を
集
め
た
﹃
盋
山
書
影
﹄
第
一
輯

宋
本
︑
第

二
輯
上
下

元
本

(江
蘇
省
立
國
學
圖
書
館
�
︑
一
九
二
九
年
)
の
刊
行
が
あ
る
︒
盋
山

は
つ
ざ
ん

と
は
南
京
城
內
西
南
隅
に
あ
る
淸
涼
山
の
一
荏
山
の
こ

と
で
あ
る
︒
"
光
年
閒
の
兩
江
總
督
陶
澍
に
よ
り
龍
蟠
里
に
設
け
ら
れ
た
盋
山
園

(
一
名
︑
f
山
園
)
の
舊
址
に
國
學
圖
書
館
が
円
設
さ
れ
た

た
め
︑
こ
れ
に
因
み
盋
山
圖
書
館
と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
由
來
し
︑
盋
山
精
舍
と
も
Ë
稱
さ
れ
た(47

)
︒

柳
詒
à
が
一
九
三
四
年
ま
で
の
數
年
の
閒
に
影
印
し
た
古
籍
は
こ
れ
の
み
に
止
ま
ら
ず
︑
經
部
五
種
︑
(
部
三
十
四
種
︑
子
部
八
種
︑
集
部

十
六
種
の
あ
わ
せ
て
六
十
三
種
に
�
ん
で
い
る
︒
柳
が
�
も
得
1
と
し
た
(
部
で
は
︑
本
書
を
筆
頭
に
︑
陳
沂
﹃
金
陵
古
今
圖
考
﹄
(一
九
二
九

年
)
︑
宋
應
昌
﹃
經
略
復
國
K
�
﹄
(一
九
二
九
年
)
︑
黃
佐
﹃
南
雍
志
﹄
(一
九
三
一
年
)
︑
王
在
晉
﹃
三
�
遼
事
實
錄
﹄
(
一
九
三
一
年
)
︑
徐
學
聚

﹃
嘉
靖
東
南
#
倭
0
錄
﹄
(一
九
三
二
年
)
︑
張
德
堅
﹃
ã
ä
匯
纂
﹄
(一
九
三
二
年
)
な
ど
が
あ
る
︒
圖
書
館
自
身
に
よ
る
善
本
の
影
印
出
版
は
︑

あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
善
本
の
�
�
と
各
地
の
團
體
や
個
人
と
の
v
奄
に
よ
る
館
藏
數
の
增
加
を
目
+
と
し
て
い
た
︒
そ
れ
の
み
止
ま

ら
ず
︑
影
印
さ
れ
た
リ
ス
ト
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
︑
こ
の
時
8
の
日
本
軍
に
よ
る
中
國
東
北
部
の
å
略
に
對
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
さ
ん
と
す
る
愛

國
+
1
圖
が
³
め
ら
れ
て
い
た(48

)
︒

『洪
武
京
城
圖
志
﹄
と
﹃
金
陵
古
今
圖
考
﹄
の
影
印
本
の
出
版
に
際
し
て
︑
柳
は
そ
れ
ぞ
れ
に
跋
�
を
書
い
て
い
る(49

)
︒
%
者
に
附
さ
れ
た
跋
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�
に
よ
れ
ば
︑
そ
の
影
印
に
あ
た
り
丁
申
・
丁
丙
兄
弟
の
八
千
卷
樓
舊
藏
の
弘
治
重
刻
本
を
用
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
︒
こ
の
丁
氏
舊
藏
本

が
現
在
南
京
圖
書
館
に
2
藏
す
る
弘
治
重
刻
本
で
あ
る
︒
中
社
影
印
本
の
卷
末
に
は
︑
柳
の
跋
�
の
ほ
か
に
歸
<
光
・
朱
緖
曾
・
丁
丙
の
題
跋

を
附
載
し
て
い
る
︒
丁
丙
の
跋
�
に
よ
れ
ば
︑
こ
の
弘
治
重
刻
本
に
は
浙
江
山
陰
の
人
杜
煦
の
印
が
あ
る
と
記
し
て
い
る(50

)
︒
後
営
す
る
よ
う
に
︑

本
書
を
南
京
圖
書
館
で
閱
覽
し
た
際
に
﹁
皇
都
山
川
封
城
圖
攷
﹂
第
一
行
目
に
朱
印
で
﹁
杜
煦
之
印
﹂
と
押
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
/
す
る

こ
と
が
で
き
た
︒
杜
煦
は
嘉
慶
丁
卯
科

(一
八
○
七
年
)
の
擧
人
で
︑
"
光
元
年
に
孝
廉
方
正
に
推
擧
さ
れ
た
︒
丁
氏
が
2
藏
す
る
先
立
ち
︑

こ
の
重
刻
本
は
一
時
8
彼
の
家
藏
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
︒

さ
て
︑
丁
氏
舊
藏
本
が
南
京
圖
書
館
に
收
藏
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
︑
丁
丙
の
歿
後
の
光
緖
三
十
三
年

(一
九
○
七
)
に
そ
の
家
業
が

破
產
し
た
か
ら
で
あ
る
︒
藏
書
集
積
を
可
能
に
し
て
い
た
祖
父
國
典
以
來
の
商
業
活
動
で
蓄
え
ら
れ
た
豐
か
な
財
力
が
經
營
+
失
敗
に
よ
り
失

わ
れ
る
と
︑
申
の
子
丁
立
[
は
賣
り
に
出
す
こ
と
を
願
っ
た(51

)
︒
陸
氏
皕
宋
樓
の
舊
藏
書
が
日
本
の
靜
嘉
堂
�
庫
2
藏
と
な
っ
た
の
に
續
い
て
丁

氏
八
千
卷
樓
の
藏
書
も
他
國
に
液
失
す
る
こ
と
を
懼
れ
た
兩
江
總
督
端
方
は
︑
淸
�
政
府
に
一
括
し
て
è
入
す
る
こ
と
を
奏
Î
し
た
︒

そ
の
結
果
︑
南
京
圖
書
館
の
%
身
に
あ
た
る
江
南
圖
書
館
に
收
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
︑
同
館
の
藏
書
の
根
幹
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る(

52
)

︒
江
南
圖
書
館
は
︑
端
總
督
が
目
錄
版
本
の
專
門
家
と
し
て
名
高
い
繆
荃
孫
に
命
じ
て
設
立
し
た
公
共
圖
書
館
で
あ
る
︒
そ
の
藏
書
樓

は
︑
%
営
し
た
龍
蟠
里
の
上
元
高
等
小
學
堂

(舊
惜
陰
書
院
)
內
に
円
設
さ
れ
た
︒
一
九
一
三
年
七
�
に
江
蘇
省
立
圖
書
館
︑
一
九
年
に
は
江

蘇
省
立
第
一
圖
書
館
と
改
名
し
た
︒
さ
ら
に
二
九
年
十
�
に
は
江
蘇
省
立
國
學
圖
書
館
に
改
稱
し
た
︒
そ
の
藏
書
目
錄
で
あ
る
﹃
江
蘇
省
立
國

學
圖
書
館
圖
書
總
目
﹄
(
部
卷
一
三
︑
地
理
類
︑
專
志
・
古
蹟(53

)
に
は
︑﹁
洪
武
京
城
圖
志
一
卷
︑
缺
名
︑
弘
治
重
刊
本
︑
<
杜
煦
之
印
一
印
︑

丁
書
︑
善
甲
十
號
廚
︑
一
册
﹂
と
詳
し
く
著
錄
さ
れ
て
い
る
︒

と
こ
ろ
で
︑
散
佚
を
免
れ
た
丁
氏
舊
藏
本
の
一
書
︑
弘
治
重
刻
本
の
原
本
の
方
は
︑
江
南
圖
書
館
の
藏
書
樓
に
收
め
ら
れ
て
以
影
︑
公
+
庇

護
の
も
と
安
泰
の
う
ち
に
現
在
を
´
え
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
︒
中
山
陵
の
円
設
が
»
め
ら
れ
る
中
で
蔣
介
石
に
よ
り
再
び
國

民
政
府
が
組
織
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
南
京
は
︑
一
九
二
八
年
一
�
に
あ
ら
た
め
て
首
都
円
設
に
着
手
し
て
い
た
も
の
の
︑
十
年
た
ら
ず
の
三
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七
年
八
�
十
五
日
以
影
︑
舊
日
本
軍
に
よ
っ
て
首
都
南
京
が
宣
戰
布
吿
な
き
渡
洋
爆
擊
に
晒
さ
れ
︑
十
二
�
に
は
占
領
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
た

か
ら
で
あ
る(54

)
︒

盧
Ù
橋
事
件
後
︑
戰
域
が
í
î
に
擴
大
し
て
上
海
で
も
v
戰
が
始
ま
る
と
︑
戰
火
に
よ
る
藏
書
の
燒
失
を
ï
け
る
た
め
輸
×
手
段
が
整
わ
な

い
中
で
館
長
柳
詒
à
は
︑
�
天
宮

(水
西
門
內
莫
愁
路
東
)
の
地
下
倉
庫
に
保
管
す
る
こ
と
を
檢
討
し
た
︒
た
だ
そ
こ
に
は
︑
%
年
に
北
#
故
宮

f
物
院
南
京
分
院
が
置
か
れ
︑
故
宮
の
貴
重
な
�
物
が
搬
�
さ
れ
て
來
て
保
管
が
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
︑
國
學
圖
書
館
の
 
部
の
圖
書
を
收

藏
す
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
っ
た
︒

そ
こ
で
八
�
十
四
日
︑
ま
ず
宋
元
の
刊
本
・
稿
本
・
抄
本
の
善
本
が
五
箱
に
入
れ
ら
れ
︑
q
い
で
¶
々
日
︑
錢
塘
丁
氏
八
千
卷
樓
と
武
昌
范

氏
�
樓
木
樨
香
館
︑
そ
の
他
の
舊
藏
本
の
み
が
一
百
五
箱
に
ま
と
め
ら
れ
て
一
齊
に
�
天
宮
の
地
下
倉
庫
に
�
び
³
ま
れ
た(55

)
︒
¶
日
の
十
五
日

か
ら
市
內
に
爆
擊
が
始
ま
り
︑
夫
子
r
の

く
に
あ
っ
た
南
京
市
立
圖
書
館
は
そ
の
爆
擊
を
Ä
け
て
藏
書
を
 
燒
し
た(56

)
︒
國
學
圖
書
館
の
善
本

は
︑
柳
館
長
の
素
早
い
-
斷
も
あ
っ
て
無
事
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
一
九
四
○
年
二
�
︑
地
下
倉
庫
の
善
本
が
日
本
軍
に
發
見
さ
れ
る
と
︑
一
百

十
箱
の
書
籍
は
す
べ
て
竺
橋
に
あ
っ
た
中
央
地
質
�
査
2
陳
列
室

(現
南
京
地
質
陳
列
館
)
に
�
ば
れ
て
︑
そ
の
圖
書
整
理
委
員
會
に
よ
っ
て
保

管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

一
九
四
五
年
九
�
二
日
︑
聯
合
國
代
表
と
日
本
政
府
が
米
國
軍
艦
ミ
ズ
ー
リ
號
で
日
本
影
伏
の
�
書
に
署
名
し
た
の
を
Ä
け
て
出
さ
れ
た
抗

日
戰
爭
の
�
利
宣
言
か
ら
三
日
後
に
は
︑
柳
は
收
復
し
た
地
域
の
圖
書
�
物
を
接
收
す
る
円
議
を
い
ち
早
く
敎
育
部
に
提
出
し
︑
友
人
を
介
し

て
こ
れ
を
怨
聞
紙
上
に
公
表
し
た(57

)
︒
そ
の
後
︑
重
慶
に
ï
難
し
て
い
た
國
立
中
央
大
學
の
柏
溪
分
校
か
ら
十
�
南
京
に
戾
っ
て
國
學
圖
書
館
長

に
復
歸
す
る
と
︑
そ
の
藏
書
十
九
萬
册
の
囘
收
に
奔
走
し
た
︒﹃
江
蘇
省
立
國
學
圖
書
館
現
存
書
目
﹄
が
�
纂
さ
れ
た
四
七
年
末
の
時
點
で
は
︑

�
0
書
は
甚
大
な
損
失
を
被
っ
た
も
の
の
︑
宋
刊
本
は
す
べ
て
︑
元
刊
本
は
九
二
％
︑
�
刊
本
も
九
三
％
を
囘
收
す
る
こ
と
が
で
き
た(58

)
︒

¶
年
年
末
に
な
る
と
國
共
內
戰
の
歸
趨
も
定
っ
て
南
京
各
ò
機
關
の
臺
灣
移
轉
が
始
ま
り
︑
國
立
中
央
圖
書
館
の
藏
書
移
轉
の
議
論
が
ó
上

し
た
︒
江
蘇
省
敎
育
廳
に
よ
っ
て
國
學
圖
書
館
の
藏
書
も
時
8
を
み
て
臺
灣
に
移
す
指
示
が
出
さ
れ
た
︒
し
か
し
柳
館
長
は
こ
れ
に
從
わ
ず
︑
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二
萬
餘
册
の
善
本
書
籍
を
八
十
箱
に
封
裝
し
て
一
九
四
九
年
一
�
二
十
七
日
に
�
天
宮
の
地
下
倉
庫
に
再
び
保
管
さ
せ
た
︒
そ
の
直
後
に
柳
は

七
十
の
高
齡
を
理
由
に
ô
休
願
を
敎
育
廳
に
提
出
し
た
︒
三
�
に
こ
れ
が
正
式
に
Ä
理
さ
れ
て
職
を
辭
し
上
海
に
居
を
移
し
た(59

)
︒
南
京
が
人
民

解
放
軍
に
よ
っ
て
武
裝
解
除
さ
れ
る
の
は
︑
¶
�
四
�
の
こ
と
で
あ
る
︒

一
九
五
二
年
十
�
︑
龍
蟠
里
の
國
學
圖
書
館
と
成
賢
街
に
あ
っ
た
舊
國
立
中
央
圖
書
館
が
瓜
合
さ
れ
て
南
京
圖
書
館
が
成
立
し
た
︒
江
南
圖

書
館
以
來
の
舊
八
千
卷
樓
藏
書
お
よ
び
そ
の
他
の
典
籍
が
南
京
圖
書
館
古
籍
部

(
頤
和
路
二
號
)
に
移
さ
れ(60

)
︑
本
書
も
よ
う
や
く
安
p
の
地
を

得
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

以
上
の
こ
と
か
ら
︑
丁
氏
舊
藏
の
弘
治
重
刻
本
を
影
印
出
版
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
の
存
在
を
廣
く
知
ら
し
め
た
點
︑
そ

し
て
日
中
戰
爭
の
戰
禍
と
そ
れ
に
續
く
國
共
內
戰
の
混
亂
か
ら
多
く
の
宋
元
善
本
と
と
も
に
弘
治
重
刻
本
の
原
本
を
守
り
拔
い
た
點
の
い
ず
れ

に
お
い
て
も
︑
柳
詒
à
の
貢
獻
は
極
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
︒

三

弘
治
重
刻
本
と
淸
抄
本

現
在
︑
南
京
圖
書
館
に
2
藏
す
る
弘
治
重
刻
本
﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
一
册
は
︑
%
営
し
た
よ
う
に
天
下
の
孤
本
で
あ
る
︒
南
京
の
中
社
が
影

印
出
版
す
る
こ
と
で
廣
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
筆
者
は
︑
こ
の
影
印
本
を
も
と
に
硏
究
に
着
手
し
て
い
た
が
︑
二
○
一
二
年
三
�
に
南

京
圖
書
館
で
弘
治
重
刻
本
の
原
本
を
閱
覽
す
る
機
會
に
惠
ま
れ
た(61

)
︒
重
刻
本
と
影
印
本
を
比
�
對
照
し
た
と
こ
ろ
︑
重
刻
本
の
影
印
出
版
に
際

し
て
︑
�
者
の
柳
詒
à
は
裝
訂
の
一
部
に
改
變
を
施
し
て
い
る
こ
と
が
-
っ
た
︒
こ
こ
で
は
︑
ま
ず
南
京
圖
書
館
に
2
藏
す
る
弘
治
重
刻
本
の

裝
訂
と
そ
の
�
成
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
︒

弘
治
重
刻
本
は
高
さ
三
四
・
六
セ
ン
チ
︑
幅
二
一
セ
ン
チ
で
︑
%
表
紙
・
副
葉
・
本
�
・
別
紙
・
後
表
紙
か
ら
な
る
︒
書
號
は
一
一
○
三
○

八
と
附
さ
れ
て
い
る
︒
%
表
紙
と
後
表
紙
は
そ
れ
ぞ
れ
二
葉
あ
っ
て
藍
紙
一
葉
と
紫
紙
一
葉
か
ら
な
っ
て
い
る
の
は
︑
影
印
本
の
出
版
に
先

立
っ
て
︑
裝
訂
を
怨
し
く
し
た
改
裝
本
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
︒
後
営
す
る
卷
末
の
別
紙
四
葉
も
こ
の
時
に
加
え
ら
れ
た
も
の
と
-
斷
さ
れ
る
︒
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紫
紙
の
表
紙
に
は
﹁
八
千
卷
樓
珍
藏
書
本
﹂
の
朱
印
が
あ
る
︒
裏
に
は
﹁
洪
武
京
城
圖
志
一
卷

�
宏マ
マ

治
重
刊
本

山
陰
杜
氏
煦
藏
書
﹂
と
題

し
た
附
箋
二
葉
が
重
ね
て
貼
ら
れ
て
い
る(62

)
︒
お
そ
ら
く
丁
丙
自
筆
の
題
跋
で
あ
ろ
う
︒
表
紙
に
續
け
て
白
紙
の
副
葉
二
葉
を
揷
ん
で
い
る
︒
こ

れ
に
續
く
﹁
洪
武
亰
城
圖
志
﹂
と
題
し
た
封
面
一
葉
は
︑
影
印
本
の
表
紙
の
樣
式
と
同
じ
で
あ
る
︒

本
�
に
は
裏
打
ち
紙
の
襯
紙
が
入
れ
ら
れ
て
お
り
︑
天
地
や
綴
じ
口
部
分
に
白
紙
が
は
み
出
し
て
い
る
︒
原
本
は
高
さ
二
九
セ
ン
チ
︑
幅
一

八
セ
ン
チ
で
六
十
葉
か
ら
な
る
が
︑
實
際
に
は
第
四
十
葉
が
缺
け
て
い
る
の
で
 
部
で
五
十
九
葉
あ
る
︒
版
框
は
四
周
雙
邊
で
︑
縱
二
六
セ
ン

チ
︑
橫
一
六
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
︒
版
心
は
黑
口
で
︑
雙
魚
尾
の
中
に
﹁
洪
武
志
﹂
と
書
名
を
略
記
し
て
い
る
︒

卷
首
に
︑
杜
澤
﹁
洪
武
京
城
圖
志
序
﹂︑
王
俊
華
﹁
洪
武
京
城
圖
志
記
﹂︑﹁
皇
都
山
川
封
城
圖
攷
﹂︑﹁
目
錄
﹂
を
揭
げ
て
い
る
︒
杜
澤
の
序

�
に
は
﹁
江
蘇
第
一
圖
書
館
善
本
書
之
印
記
﹂
の
朱
印
が
︑﹁
皇
都
山
川
封
城
圖
攷
﹂
の
第
一
行
目
に
は
︑
%
営
し
た
よ
う
に
杜
煦
の
藏
書
印

﹁
杜
煦
之
印
﹂
が
朱
印
で
押
さ
れ
て
い
る
︒
江
蘇
第
一
圖
書
館
と
は
南
京
圖
書
館
の
%
身
︑
江
蘇
省
立
第
一
圖
書
館
の
略
稱
で
あ
る
︒
一
九
一

九
年
か
ら
二
九
年
ま
で
の
あ
い
だ
江
蘇
省
立
第
一
圖
書
館
の
名
稱
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
︑
弘
治
重
刻
本
の
裝
丁
を
怨
た
に
し
た
の
も

こ
の
時
8
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
目
錄
の
十
三
項
目
は
%
に
揭
げ
た
の
で
︑
こ
こ
で
は
省
略
す
る
︒

圖
は
︑
第
八
葉
に
﹁
皇
城
圖
﹂︑
第
一
八
葉
に
﹁
大
祀
壇
・
山
川
壇
﹂︑
第
一
九
葉
に
﹁
r
宇
寺
觀
圖
﹂︑
第
二
七
葉
に
﹁
官
署
圖
﹂︑
第
三

七
葉
に
﹁
國
學
圖
﹂︑
第
三
八
葉
に
﹁
街
市
橋
梁
圖
﹂︑
第
五
二
葉
に
﹁
樓
館
圖
﹂
と
︑
あ
わ
せ
て
七
圖
を
揭
げ
て
い
る
︒
本
�
卷
末
に
は
︑
重

刻
し
た
王
鴻
儒
の
跋
�
を
記
し
︑
六
十
葉
裏
の
末
尾
に
も
﹁
江
蘇
第
一
圖
書
館
善
本
書
之
印
記
﹂
の
朱
印
を
押
し
て
あ
る
︒

改
裝
の
際
怨
た
に
附
け
加
え
ら
れ
た
別
紙
は
︑
四
葉
か
ら
な
る
︒
歸
<
光
﹁
題
洪
武
京
城
圖
志
後
﹂
(歸
太
僕
集
)
︑
朱
緖
曾
﹁
洪
武
京
城
圖

志
﹂
(開
<
益
齋
讀
書
志
)
︑
�
び
﹁
戊
辰
冬
十
<
二
�
﹂
の
日
附
を
記
し
た
柳
詒
à
の
跋
�
を
收
め
て
い
る
︒
戊
辰
と
は
一
九
二
八
年
の
こ
と

で
あ
る
︒

q
に
︑
北
京
の
國
家
圖
書
館
で
閱
覽
し
た
淸
抄
本
に
つ
い
て
紹
介
す
る
︒
殘
念
な
こ
と
に
︑
二
○
一
二
年
三
�
に
訪
れ
た
際
に
は
淸
抄
本
の

原
本
は
閱
覽
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
︑
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
り
﹃
北
京
圖
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
﹄
2
收
の
影
印
本
の
原
貌
を
窺
う
こ
と
が
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で
き
た
︒

フ
ィ
ル
ム
の
冒
頭
部
分
に
は
︑﹁
中
華
人
民
共
和
國

國
立
北
京
圖
書
館
攝
制
顯
�
影
片

第
十
六
種

洪
武
京
城
圖
志
一
卷

淸
抄
本
一

册
﹂
の
記
載
が
あ
る
︒
抄
錄
の
時
8
を
示
す
記
営
や
藏
書
印
な
ど
の
手
が
か
り
は
見
當
た
ら
な
か
っ
た
も
の
の
︑
お
そ
ら
く
山
川
の
項
目
に
載

せ
る
﹁
玄
武
湖
﹂
を
康
煕
�
の
漢
名
玄
燁
を
ï
諱
し
て
﹁
元
武
湖
﹂
と
改
め
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
︑
淸
代
に
抄
錄
し
た
と
-
斷
し
た
の
で
あ

ろ
う
︒

圖
は
八
圖
あ
り
︑
す
べ
て
目
錄
の
後
に
八
葉
に
ま
と
め
て
あ
る
︒
%
営
し
た
よ
う
に
淸
抄
本
に
載
せ
る
﹁
京
城
山
川
圖
﹂
は
弘
治
重
刻
本
で

は
缺
け
て
お
り
︑
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
︒
ま
た
卷
首
の
杜
擇
の
﹁
洪
武
京
城
圖
志
序
﹂
と
︑
弘
治
重
刻
本
卷
末
に
載
せ
る
王
鴻
儒
の
跋

�
が
無
い
︒
こ
う
し
た
點
か
ら
︑
淸
抄
本
は
弘
治
重
刻
本
で
は
な
く
︑
未
だ
そ
の
現
存
が
確
/
さ
れ
て
い
な
い
洪
武
原
刻
本
を
抄
錄
し
た
可
能

性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
︒

『北
京
圖
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
﹄
に
收
め
る
影
印
本
で
は
︑
第
二
二
葉
︑
第
三
○
葉
︑
第
四
○
葉
︑
第
五
四
葉
の
冒
頭
部
分
に
�
者
が
﹁
原

書
此
處
缺
葉
﹂
と
記
し
て
い
る
が
︑
こ
の
缺
葉
部
分
と
い
う
の
は
︑
南
京
圖
書
館
2
藏
の
弘
治
重
刻
本
と
比
�
對
照
す
る
と
�
ら
か
な
よ
う
に

ほ
ん
ら
い
﹁
大
祀
壇
・
山
川
壇

(圖
)
﹂︑﹁
官
署
圖
﹂︑﹁
國
學
圖
﹂︑﹁
樓
館
圖
﹂
が
揷
ま
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
︑
淸
抄
本
で
圖
を
一
括
し
て
%

面
に
ま
と
め
た
た
め
に
葉
數
が
缺
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
に
ú
ぎ
な
い
︒
た
だ
︑
淸
抄
本
と
弘
治
重
刻
本
の
葉
數
が
若
干
ず
れ
て
い
る
の
は
︑

そ
の
理
由
が
�
ら
か
で
は
な
い
︒

四

三
修
本
﹃
太
祖
實
錄
﹄
に
殘
る
改
竄
の
痕
跡

そ
れ
で
は
﹃
太
祖
實
錄
﹄
に
お
い
て
︑
敕
�
書
﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
は
何
故
に
﹁
洪
武
志
﹂
と
省
略
し
て
記
さ
れ
︑
そ
の
正
確
な
書
名
が
殘

さ
れ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
の
考
察
を
»
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
︒

筆
者
は
︑
拙
著
﹃
北
京
�
都
の
硏
究

︱
︱

世
中
國
の
首
都
移
轉
︱
︱
﹄
の
中
で
そ
れ
ま
で
�
�
政
治
(
の
一
事
件
と
し
て
閉
じ
³
め
ら
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れ
て
い
た
北
京
�
都
を
︑
政
治
は
も
ち
ろ
ん
經
濟
・
社
會
の
 
般
に
わ
た
る
シ
ス
テ
ム
の
變
�
を
引
き
û
こ
し
た
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

把
え
直
し
︑
そ
の
 
體
宴
に
つ
い
て
實
證
+
な
考
察
を
加
え
た(63

)
︒

王
�
v
替
8
で
は
な
く
同
一
王
�
內
に
お
い
て
»
め
ら
れ
た
點
で
︑
よ
り
困
難
を
ü
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
首
都
の
南
京
か
ら
北
京
へ
の
移
轉

問
題
を
考
え
る
に
あ
た
り
︑
南
京
と
北
京
の
兩
京
體
制
の
創
始

(一
四
○
三
年
)
↓
北
京
�
都

(
一
四
二
一
年
)
↓
南
京
ý
都

(
一
四
二
五
年
)
↓
北

京
定
都

(一
四
四
一
年
)
と
い
う
一
聯
の
ú
þ
の
存
在
に
着
目
し
た
︒
朱
元
璋
が
集
慶

(
の
ち
の
南
京
)
で
政
權
を
樹
立
し
︑
歷
代
の
王
�
で
は

こ
こ
に
都
を
置
い
て
初
め
て
 
國
を
瓜
一
し
て
以
來
︑
靖
難
の
役
に
�
利
し
た
永
樂
�
に
よ
る
北
京
昇
格
に
よ
る
兩
京
體
制
の
創
始
︑
こ
れ
に

續
く
三
度
の
北
京
Ö
幸
を
へ
て
︑
在
位
二
十
年
目
に
し
て
實
現
し
た
北
京
�
都
の
斷
行
と
そ
の
直
後
の
三
殿
二
宮
の
燒
失
︑
永
樂
�
の
死
後
に

あ
と
を
嗣
い
だ
洪
煕
�
に
よ
る
南
京
ý
都
の
決
定
と
北
京
の
行
在
¾
︑
さ
ら
に
宣
德
�
と
正
瓜
�
の
も
と
で
»
め
ら
れ
た
三
殿
二
宮
の
再
円
を

へ
て
北
京
諸
官
廳
か
ら
行
在
の
名
が
�
Ó
+
に
は
ず
さ
れ
る
こ
と
で
落
着
し
た
北
京
定
都
と
い
う
よ
う
に
︑
草
創
8
の
�
王
�
の
政
治
+
中
心

は
︑
振
り
子
の
ご
と
く
南
北
に
搖
り
戾
し
を
續
け
た
か
ら
で
あ
る
︒

こ
う
し
た
數
度
に
わ
た
る
搖
り
戾
し
の
存
在
は
︑
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
を
北
に
�
い
や
っ
た
漢
族
王
�
と
し
て
の
�
�
に
お
い
て
︑
洪
武
末
年
の

時
點
で
は
南
京
を
都
と
す
る
﹁
南
京=

京
師
體
制
﹂
が
す
で
に
固
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
や
︑
燕
王
府
が
置
か
れ
て
い
た
と
は
い
え
︑
怨
た
に

卽
位
し
た
永
樂
�
が
自
ら
モ
ン
ゴ
ル
元
�
の
円
設
し
た
大
都

(現
在
の
北
京
)
に
そ
の
ま
ま
都
を
移
す
こ
と
の
困
難
さ
を
�
え
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
︒
加
え
て
円
�
�
か
ら
�
位
を
簒
奪
し
た
永
樂
�
の
場
合
に
は
︑
怨
政
權
の
正
當
性
を
は
っ
き
り
と
打
ち
出
す
必
K
か
ら
洪
武
政

治
の
繼
承
を
%
面
に
揭
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
︒

こ
う
し
た
ä
況
の
も
と
で
永
樂
�
が
»
め
た
�
都
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
︑
洪
武
政
治
の
繼
承
ど
こ
ろ
か
祖
法
の
改
變
を
1
味
し
た
︒
そ
こ
で
︑

永
樂
�
は
輿
論
の
反
發
や
批
-
を
ï
け
る
た
め
に
︑
�
都
の
決
定
を
宣
言
す
る
こ
と
な
く
巧
妙
に
»
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
︒﹃
太
宗
實
錄
﹄

に
基
づ
い
た
分
析
に
よ
っ
て
�
ら
か
に
な
っ
た
の
は
︑
�
都
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
段
階
の
北
京
の
宮
殿
�
營
も
︑
あ
く
ま
で
�
の
一
時
+
な

Ö
幸
に
備
え
る
と
い
う
名
目
で
着
手
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
︒
�
Ó
段
階
を
´
え
て
永
樂
十
四
年
十
一
�
︑
南
京
で
行
わ
れ
た
�
武
の
重
臣
會
議
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に
お
い
て
改
め
て
北
京
宮
殿
の
円
設
を
決
定
し
た
際
も
︑
�
都
の
問
題
は
正
面
か
ら
論
じ
ら
れ
た
形
跡
が
殘
っ
て
い
な
い
︒

以
上
の
分
析
を
»
め
る
中
で
︑
筆
者
は
ま
た
永
樂
北
京
�
都
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
體
が
︑
分
析
に
用
い
た
﹃
太
祖
實
錄
﹄
や
﹃
太
宗
實

錄
﹄
の
よ
う
な
王
�
の
實
錄
�
纂
事
業
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
を
落
と
し
て
い
た
こ
と
を
�
ら
か
に
し
た(64

)
︒
後
者
に
つ
い
て
言
え
ば
︑
從
來
︑
靖

難
の
役
や
役
後
の
﹁
壬
午
殉
難
﹂
の
(
實
に
關
す
る
歪
曲
捏
�
の
問
題
に
關
聯
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
檢
討
が
な
さ
れ
て
き
た(65

)
︒
し
か
し
﹃
太
宗

實
錄
﹄
自
體
が
持
つ
(
料
+
不
備
の
問
題
に
つ
い
て
は
︑
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
︒
そ
れ
は
︑
永
樂
�
の
歿
後
に
�
纂
が

始
ま
っ
た
實
錄
は
︑
北
京
で
�
纂
さ
れ
た
た
め
に
�
都
後
も
そ
の
ま
ま
南
京
に
保
管
さ
れ
て
い
た
膨
大
な
奏
本
そ
の
他
の
官
�
書
か
ら
な
る
檔

案
類
を
十
分
利
用
で
き
ず
に
�
纂
さ
れ
た
結
果
︑
(
料
+
不
備
が
生
じ
た
點
で
あ
る(66

)
︒

こ
れ
に
對
し
︑
%
者
の
﹃
太
祖
實
錄
﹄
は
�
末
の
沈
德
符
が
﹃
萬
曆
野
獲
�
﹄
で
指
摘
し
た
よ
う
に
︑
靖
難
の
役
に
よ
る
燕
王
の
�
位
繼
承

を
正
當
¾
す
る
た
め
に
二
度
も
�
集
し
直
さ
れ
た
︑
い
わ
く
附
き
の
實
錄
で
あ
っ
た(67

)
︒
す
な
わ
ち
︑
洪
武
�
の
歿
後
に
�
初
円
�
�
の
も
と
で

�
纂
さ
れ
た
實
錄
は
︑
そ
の
後
永
樂
�
の
在
位
8
閒
に
二
度
に
わ
た
っ
て
�
纂
し
直
さ
れ
て
い
る
︒
殘
念
な
こ
と
に
現
在
わ
れ
わ
れ
が
利
用
で

き
る
の
は
三
修
本
の
み
で
︑
円
�
三
年

(一
四
○
一
)
十
二
�
に
円
�
�
の
も
と
に
上
»
さ
れ
た
初
修
本(68

)
お
よ
び
永
樂
元
年

(一
四
○
三
)
六
�

に
永
樂
�
に
上
»
さ
れ
た
再
修
本(69

)
は
︑
い
ず
れ
も
現
存
が
確
/
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
三
修
本
で
改
竄
さ
れ
た
箇
2
を
具
體
+
に
提
示
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
︒

と
は
い
う
も
の
の
︑
こ
れ
ま
で
の
硏
究
で
も
�
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
︑
諸
王
の
中
で
と
く
に
燕
王

(の
ち
の
永
樂
�
)
を
重
視
し
て

取
り
上
げ
た
記
事
の
多
く
は
︑
初
修
本
當
時
か
ら
す
で
に
記
載
さ
れ
て
い
た
と
い
う
よ
り
は
︑
永
樂
�
卽
位
後
の
再
修
本
以
影
に
書
き
加
え
ら

れ
た
も
の
と
-
斷
さ
れ
る
︒
加
え
て
︑
円
�
元
年
正
�
に
開
始
さ
れ
た
﹃
太
祖
實
錄
﹄
の
�
纂
事
業
が
»
行
す
る
中
で
︑
同
年
七
�
に
燕
王
に

よ
っ
て
﹁
靖
難
﹂
の
役
が
引
き
û
こ
さ
れ
た(70

)
︒
戰
況
が
刻
々
と
變
¾
す
る
�
中
に
出
來
上
が
っ
た
初
修
本
に
お
い
て
は
︑
燕
王
の
�
い
は
極
め

て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
︒
敢
え
て
觸
れ
な
い
で
濟
ま
す
場
合
も
あ
れ
ば
︑
c
に
燕
王
を
あ
か
ら
さ
ま
に
指
彈
す
る
記
営

さ
え
存
在
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る(71

)
︒
し
た
が
っ
て
︑
現
行
の
﹃
太
祖
實
錄
﹄
に
載
せ
ら
れ
た
燕
王
の
記
営
を
B
1
深
く
�
え
ば
︑
改
竄
の
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痕
跡
を
探
し
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
︒

初
修
本
に
改
竄
の
手
が
加
え
ら
れ
た
部
分
と
し
て
︑
�
も
�
瞭
な
事
例
か
ら
ま
ず
紹
介
し
よ
う
︒
同
書
卷
一
四
七
に
は
︑
馬
皇
后
N
去
の
記

事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る(72

)
︒
そ
の
末
尾
に
は
︑
馬
皇
后
は
五
人
の
皇
子
と
二
人
の
皇
女
を
產
ん
だ
こ
と
を
営
べ
る
︒
長
男
は
懿
�
太
子
標
︑
二
男

は
秦
王
に
封
じ
ら
れ
た
樉
︑
三
男
は
晉
王
棡
︑
四
男
は
今
上
皇
�
の
棣
︑
五
男
は
周
王
橚
で
あ
る
︒
皇
女
は
寧
國
公
Ê
と
安
慶
公
Ê
の
二
人
で

あ
る
︒
し
か
し
實
際
に
は
吳
晗
の
硏
究(73

)
で
す
で
に
�
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
︑
馬
皇
后
自
身
に
は
實
子
が
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
︑
こ
の

七
人
は
い
ず
れ
も
嫡
出
で
は
な
か
っ
た
︒
燕
王
が
こ
こ
で
﹁
今
上
﹂
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
�
瞭
な
よ
う
に
︑
こ
の
部
分
は
初
修
本

に
は
無
く
︑
再
修
本
で
書
き
改
め
ら
れ
た
こ
と
は
確
實
で
あ
る
︒

さ
ら
に
問
題
な
の
は
︑
こ
の
記
営
に
續
く
永
樂
�
の
出
生
に
ま
つ
わ
る
祥
瑞
と
馬
皇
后
が
見
た
と
い
う
夢
の
內
容
で
あ
る
︒
こ
れ
に
よ
れ
ば
︑

今
上
皇
�

(永
樂
�
)
が
初
め
て
お
生
れ
に
な
っ
た
時
︑
雲
龍
の
祥
が
現
れ
た
の
で
︑
馬
皇
后
は
甚
だ
こ
れ
を
衣
と
し
た
︒
皇
后
は
か
つ

て
�
賤
な
時
分
に
諸
子
を
携
え
て
原
野
の
閒
に
い
る
と
︑
に
わ
か
に
寇
ã
が
お
そ
っ
て
き
た
夢
を
見
た
︒
皆
な
紅
巾
を
し
て
お
り
と
て
も

恐
ろ
し
か
っ
た
︒
µ
た
ま
今
上
皇
�
が
馬
を
す
す
め
皇
后
を
扶
け
て
乘
せ
る
と
︑
馬
を
·お

ど

ら
せ
て
つ
き
從
っ
た
︒
寇
ã
は
今
上
皇
�
の
°

を
見
る
と
皆
な
辟
易
し
て
_
去
し
た
︒
皇
后
は
諸
子
と
と
も
に
從
容
と
し
て
ý
っ
た
と
こ
ろ
で
︑

に
目
が
覺
め
た
︒
そ
の
た
め
今
上
皇

�
の
こ
と
を
と
り
わ
け
鍾
愛
す
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

と
記
さ
れ
て
い
る
︒
雲
龍
の
祥
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
天
子
の
出
生
を
聯
想
さ
せ
る
表
現
で
あ
る
︒
ま
た
馬
を
»
め
て
ã
か
ら
母
親
と
兄
弟
を

救
っ
た
と
い
う
夢
の
內
容
は
︑
永
樂
�
の
武
勇
を
象
à
し
て
い
る
︒
こ
れ
に
續
け
て
︑
永
樂
元
年
六
�
丁
巳
の
條
に
馬
皇
后
に
﹁
孝
慈
昭
憲
至

仁
�
德
承
天
順
P
高
皇
后
﹂
の
�
謚
を
加
上
し
た
こ
と
ま
で
言
�
し
て
お
り
︑
こ
の
部
分
が
再
修
本
以
影
に
お
い
て
怨
た
に
加
え
ら
れ
た
記
営

で
あ
る
こ
と
は
︑
も
は
や
こ
れ
以
上
贅
言
を
K
し
ま
い
︒
し
か
も
母
子
た
ち
を
襲
っ
た
寇
ã
た
ち
が
紅
巾
を
し
て
い
た
と
い
う
の
は
︑
元
末
の

紅
巾
の
ã
を
想
û
さ
せ
る
も
の
で
︑
祕
密
結
社
¾
し
た
白
蓮
敎
集
團
と
の
訣
別
を
强
く
勸
め
た
儒
者
官
僚
の
關
與
さ
え
も
�
け
て
見
え
る
︒

も
う
一
例
を
擧
げ
れ
ば
︑
同
書
卷
七
一
に
は
︑
王
府
の
護
衞
設
置
に
關
し
て
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
︒
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龍
虎
衞
を
改
め
て
燕
山
護
衞
と
爲
す
︒
西
安
・
太
原
・
廣
西
の
三
護
衞
を
置
く(74

)
︒

本
條
で
は
︑
洪
武
三
年
に
分
封
さ
れ
た
十
名
の
諸
王

(秦
王
・
晉
王
・
燕
王
・
吳
王
・
楚
王
・
齊
王
・
潭
王
・
趙
王
・
魯
王
・
靖
江
王
)
の
中
で
も
︑

早
い
時
8
に
就
藩
が
豫
定
さ
れ
て
い
た
秦
王
・
晉
王
・
燕
王
・
靖
江
王
の
四
王
に
對
し
て
︑
こ
の
時
點
で
そ
れ
ぞ
れ
護
衞
が
�
置
さ
れ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
︒
從
孫
の
靖
江
王
守
L
は
別
に
し
て
も
︑
本
來
で
あ
れ
ば
︑
諸
子
の
年
齡
の
順
に
西
安
・
太
原
・
北
#
に
護
衞
を
置
く
と
書

か
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
︑
ま
ず
燕
王
の
2
屬
と
な
る
燕
山
護
衞
の
改
�
を
揭
げ
て
︑
q
に
ほ
か
の
三
王
の
護
衞
設
置
を
ま
と
め
て
記
す
︒
こ
の
部

分
も
︑
現
行
の
三
修
本
﹃
太
祖
實
錄
﹄
が
燕
王
︑
の
ち
の
永
樂
�
を
中
心
に
据
え
て
書
き
直
さ
れ
た
こ
と
を
端
+
に
示
し
て
い
る
︒

ほ
か
に
も
︑
三
修
本
に
は
燕
王
朱
棣
に
對
す
る
洪
武
�
の
分
封
當
初
か
ら
の
特
別
な
厚
	
や
8
待
の
記
営
が
散
見
さ
れ
る
が
︑
こ
れ
ら
は
そ

の
ま
ま
事
實
と
は
見
な
す
こ
と
は
で
き
す
︑
初
修
本
で
は
分
封
か
ら
就
藩
ま
で
は
秦
王
︑
晉
王
︑
燕
王
の
三
王
と
も
に
ほ
ぼ
同
等
な
�
い
が
な

さ
れ
て
い
た
と
-
斷
さ
れ
る
︒
つ
ま
り
永
樂
元
年
に
上
»
さ
れ
た
再
修
本
と
十
六
年
に
上
»
さ
れ
た
三
修
本
は
︑
簒
奪
に
よ
り
卽
位
し
た
永
樂

�
へ
の
皇
位
繼
承
の
正
當
性
を
�
ら
か
に
す
べ
く
改
竄
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

お

わ

り

に

︱
︱
『
太
祖
實
錄
﹄
に
み
る
�
都
の
影

こ
こ
ま
で
︑
現
存
す
る
三
修
本
の
﹃
太
祖
實
錄
﹄
に
殘
る
改
竄
の
痕
跡
を
�
っ
て
き
た
が
︑
永
樂
�
の
在
位
中
に
二
度
に
わ
た
っ
て
�
纂
さ

れ
て
い
る
︒
永
樂
元
年
に
い
っ
た
ん
上
»
さ
れ
た
再
修
本
は
︑
何
故
あ
ら
た
め
て
�
纂
し
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒

永
樂
�
の
卽
位
後
で
は
二
度
目
と
な
る
﹃
太
祖
實
錄
﹄
の
�
纂
が
命
じ
ら
れ
た
經
雲
に
つ
い
て
︑﹃
太
宗
實
錄
﹄
卷
一
二
○
に
は
q
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
︒

太
祖
高
皇
�
實
錄
を
重
修
す
る
を
命
ず
︒
上
は
卽
位
の
初
め
︑
曹
國
公
李
景
隆
等
に
命
じ
て
監
修
せ
し
む
︒
而
れ
ど
も
景
隆
等
は
心
Ò
不

正
︑
ま
た
í
促
に
成
り
︑
未
だ
精
詳
を
極
め
ず
︒
上
は
Ö
幸
し
て
北
京
に
至
る
の
初
め
︑
é
林
學
士
胡
廣
等
に
命
じ
て
重
修
せ
し
む
︒
こ

こ
に
至
り
︑
太
子
少
師
姚
廣
孝
・
戶
部
尙
書
夏
原
吉
に
命
じ
て
監
修
官
と
爲
し
︑
é
林
院
學
士
Ø
左
春
坊
大
學
士
胡
廣
・
國
子
祭
酒
Ø
é
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林
院
侍


胡
儼
・
右
春
坊
大
學
士
Ø
é
林
院
侍
讀
黃
淮
・
右
春
坊
右
庶
子
Ø
é
林
院
侍


楊
榮
を
總
裁
官
と
爲
し
︑
左
春
坊
左
諭
德
Ø
é

林
院
侍


楊
士
奇
・
金
幼
孜
等
を
纂
修
官
と
爲
す
︒
皆
な
敕
を
賜
い
て
勉
勵
せ
し
む(75

)
︒

こ
れ
に
よ
れ
ば
︑
�
纂
し
直
さ
れ
た
理
由
と
し
て
︑
監
修
官
李
景
隆
ら
の
﹁
心
Ò
不
正
︑
ま
た
í
促
に
成
り
︑
未
だ
精
詳
を
極
め
ず
﹂
と
営
べ

て
い
る
︒
太
子
太
師
曹
國
公
李
景
隆
は
監
修
國
(
都
總
裁
官
に
任
命
さ
れ
︑
兵
部
尙
書
忠
[
伯
茹
瑺
と
と
も
に
再
修
本
の
監
修
官
を
命
じ
ら
れ

た
人
物
で
あ
る(76

)
︒
彼
ら
は
い
ず
れ
も
︑
す
で
に
閒
野
潛
龍
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
︑
靖
難
の
役
の
�
Ó
盤
の
南
京
攻
略
に
あ
た
り
燕
王
の
も

と
に
�
先
歸
附
し
て
い
る(77

)
︒
こ
の
二
人
に
限
ら
ず
︑
再
修
本
の
總
裁
官
を
務
め
た
é
林
學
士
の
解
縉
や
王
景
以
下
の
纂
修
官
た
ち
も
︑
す
べ
て

燕
王
軍
に
投
影
し
た
官
僚
た
ち
で
固
め
て
い
た
︒
と
く
に
李
景
隆
と
茹
瑺
の
二
人
は
︑
と
も
に
再
修
本
の
監
修
官
を
務
め
た
だ
け
で
な
く
︑
そ

の
の
ち
李
は
籍
沒
さ
れ
た
り
茹
は
投
獄
さ
れ
た
り
と
︑
Ó
わ
り
を
 
う
し
な
か
っ
た
點
で
も
共
0
性
が
見
ら
れ
る
︒

確
か
に
︑
李
景
隆
は
實
錄
を
上
»
し
た
一
年
餘
り
の
ち
の
永
樂
二
年
七
�
に
は
︑
𠛬
部
尙
書
�
賜
や
b
部
尙
書
蹇
義
を
始
め
と
す
る
�
武
百

官
か
ら
o
命
者
を
�
い
不
軌
を
謀
っ
た
と
云
奏
さ
れ
て
い
る
︒
�
は
李
が
勳
戚
の
筆
頭
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
當
初
辯
護
に
囘
っ
た
も
の
の
︑
結

局
︑
勳
號
を

る
よ
う
に
命
じ
た
︒
そ
の
た
め
︑
�
位
を
剝
奪
さ
れ
財
產
も
沒
收
さ
れ
た(78

)
︒

こ
れ
に
對
し
︑
茹
瑺
は
﹃
太
宗
實
錄
﹄
に
載
せ
る
錦
衣
衞
で
の
獄
死
記
事
に
附
さ
れ
た
小
傳
に
︑﹁
太
祖
は
每
に
賢
人
君
子
を
以
て
こ
れ

(茹
瑺
)
を
稱た
た

う
︒
上

(永
樂
�
)
は
こ
れ
を
待
す
る
に
尤
も
厚
し
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
實
は
洪
武
�
や
永
樂
�
の
雙
方
か
ら
厚
	
さ
れ
て
い
た

人
物
で
あ
っ
た
︒
そ
の
彼
が
永
樂
七
年
錦
衣
衞
に
投
獄
さ
れ
た
の
は
︑
休
暇
を
賜
り
\
里
に
ý
る
�
中
︑
長
沙
の
谷
王
橞
に
拜
謁
し
な
か
っ
た

た
め
で
あ
る
︒
都
察
院
が
祖
訓
に
?
反
し
た
と
し
て
死
𠛬
に
處
す
べ
き
と
指
彈
し
た
︒
�
は
︑
谷
王
の
こ
と
を
重
ん
じ
て
や
む
得
ず
錦
衣
衞
の

獄
に
い
っ
た
ん
拘
留
し
た
も
の
の
釋
放
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
獄
に
入
れ
ら
れ
て
𠛬
を
免
れ
な
い
と
考
え
た
茹
は
︑
�
詠
自
殺
す
る
︒

ほ
ど
な
く
そ
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
�
は
︑
彼
の
死
を
と
て
も
惜
し
ん
だ
と
い
う
︒
二
人
の
皇
�
に
厚
	
さ
れ
た
だ
け
で
な
い
︒
周
圍
の
人
々
か

ら
も
﹁
茹
の
卒
す
る
や
︑
貴
賤
な
く
皆
な
こ
れ
を
惜
し
む
﹂
と
特
筆
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た(79

)
︒

以
上
の
こ
と
か
ら
-
斷
し
て
︑
實
錄
に
記
す
﹁
心
Ò
不
正
﹂
と
は
李
景
隆
そ
の
人
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
︒
つ
ま
り
三
修
本
は
︑
李
に
﹁
心
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Ò
不
正
﹂
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
つ
け
︑
い
わ
ば
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
に
仕
立
て
︑
彼
を
筆
頭
に
し
て
監
修
さ
れ
た
再
修
本
の
問
題
性
を
强
�
す
る

記
営
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

ま
た
後
Ç
部
分
の
﹁
í
促
に
成
る
﹂
と
は
︑
永
樂
�
の
卽
位
後
︑
初
修
本
の
重
修
が
命
じ
ら
れ
て
か
ら
再
修
本
が
わ
ず
か
八
か
�
た
ら
ず
で

上
»
さ
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
再
修
本
で
は
決
し
て
 
面
+
な
改
訂
作
業
が
施
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
︑
�
位
の
簒
奪
を

糊
塗
し
そ
の
皇
位
繼
承
を
正
當
¾
す
る
部
分
以
外
の
多
く
は
初
修
本
に
依
據
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
︒

そ
れ
で
は
︑
永
樂
十
六
年
に
上
»
さ
れ
た
三
修
本
﹃
太
祖
實
錄
﹄
の
ど
の
部
分
が
書
き
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
再
修
本
と
三
修
本
の

?
い
に
つ
い
て
︑
こ
れ
ま
で
の
硏
究
で
は
未
だ
十
分
に
解
�
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
︒
管
見
の
か
ぎ
り
こ
れ
ま
で
唯
一
論
じ
ら
れ
て
き
た

の
が
︑
永
樂
�
の
出
生
に
關
す
る
記
営
の
變
�
で
あ
る
︒

淸
末
の
咸
豐
か
ら
同
治
年
閒
に
か
け
て
︑
夏
燮
は
﹃
�
0
鑑
﹄
を
�
纂
し
た
︒
夏
燮
は
そ
の
卷
首
﹁
義
例
﹂
に
お
い
て
︑
再
修
本
の
段
階
で

は
解
縉
ら
が
永
樂
�
に
媚
び
て
懿
�
太
子
・
秦
王
・
晉
王
は
諸
妃
の
出
︑
燕
王
と
周
王
の
み
馬
皇
后
が
產
ん
だ
と
し
て
い
た
が
︑
三
修
本
で
は

懿
�
太
子
以
下
五
人
を
す
べ
て
嫡
出
に
書
き
改
め
た
と
指
摘
し
た(80

)
︒

夏
燮
の
こ
の
指
摘
は
︑
現
代
の
多
く
の
硏
究
者
に
も
Ä
け
入
れ
ら
れ
て
い
る(81

)
︒
例
え
ば
︑
吳
晗
は
永
樂
�
が
卽
位
直
後
﹃
玉
牒
﹄
を
僞
�
し

自
己
と
周
王
を
馬
皇
后
の
嫡
子
と
し
た
た
め
︑
そ
れ
が
再
修
本
に
反
映
さ
れ
た
こ
と
︑
そ
の
後
不
都
合
に
氣
づ
き
三
修
本
實
錄
や
﹃
天
潢
玉

牒
﹄
で
は
五
人
を
同
母
に
改
め
さ
せ
た
と
し
︑
そ
の
閒
の
僞
�
經
ú
は
夏
燮
の
說
が
�
も
�
白
で
あ
る
と
À
價
し
た(82

)
︒
閒
野
潛
龍
も
同
じ
く
夏

燮
の
﹁
義
例
﹂
を
引
用
し
て
︑
出
生
の
記
営
に
つ
い
て
は
夏
燮
と
同
樣
な
推
定
を
し
て
い
る
︒
ま
た
再
修
本
の
總
裁
官
解
縉
や
三
修
本
の
總
裁

官
胡
廣
ら
の
役
割
を
檢
討
し
た
う
え
で
︑
初
修
・
再
修
の
閒
よ
り
も
︑
再
修
・
三
修
の
閒
に
實
を
失
す
る
ú
筆
が
多
か
っ
た
と
推
定
し
て
い
る(83

)
︒

こ
こ
で
は
︑
永
樂
�
の
北
京
Ö
幸
と
三
修
本
の
�
纂
ú
þ
に
着
目
し
な
が
ら
︑
あ
ら
た
め
て
再
修
本
と
三
修
本
の
?
い
に
つ
い
て
檢
討
を
加

え
る
こ
と
に
し
た
い
︒
從
來
︑
三
修
本
の
�
纂
は
︑
實
錄
に
載
せ
る
監
修
官
や
總
裁
官
等
の
任
命
記
事
を
も
と
に
九
年
十
�
に
開
始
さ
れ
た
と

說
�
さ
れ
て
き
た(84

)
︒
し
か
し
見
落
と
し
て
な
ら
な
い
の
は
︑
%
揭
し
た
實
錄
の
傍
線
部
分
に
�
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
︑
�
の
第
一
q
北
京
Ö
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幸
中
に
す
で
に
é
林
學
士
胡
廣
ら
に
そ
の
重
修
が
命
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
︒
胡
廣
は
こ
の
時
︑
Ö
幸
に
扈
從
し
て
お
り
︑
�
と
行
動
を

と
も
に
し
て
い
た(85

)
︒
確
か
に
姚
廣
孝
や
夏
原
吉
が
三
修
本
の
監
修
官
に
任
命
さ
れ
る
の
は
︑
�
が
第
一
q
Ö
幸
か
ら
南
京
に
戾
っ
て
い
た
九
年

十
�
の
こ
と
で
あ
る
が
︑
第
一
q
Ö
幸
中
の
北
京
に
お
い
て
︑
é
林
學
士
胡
廣
ら
が
す
で
に
改
訂
作
業
に
着
手
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら

れ
る
︒

事
實
︑
以
下
に
示
す
よ
う
に
永
樂
七
年
六
�
の
時
點
で
︑
�
は
都
の
南
京
で
�
纂
さ
れ
た
再
修
本
實
錄
を
Ö
幸
先
の
北
京
に
移
す
よ
う
に
皇

太
子
に
命
じ
て
い
た
︒

皇
太
子
に
賜
書
し
︑
右
春
坊
大
學
士
Ø
é
林
院
侍
讀
黃
淮
・
左
春
坊
左
諭
德
Ø
é
林
院
侍


楊
士
奇
に
諭
し
て
太
祖
高
皇
�
御
製
�
集
�

び
洪
武
實
錄
の
點
檢
完
備
す
る
を
以
て
封
識
し
︑
老
成
の
內
官
一
人
に
付
し
て
錦
衣
衞
指
揮
王
眞
�
び
é
林
院
官
鄒
緝
・
梁
潛
・
李
貫
・

王
洪
と
同
に
×
り
て
北
京
に
赴
か
し
む
︒
仍
り
て
淮
・
士
奇
を
し
て
�
臣
の
內
よ
り
謹
厚
篤
實
・
�
學
の
稱た

た

う
べ
き
者
數
人
を
愼
擧
し
て

偕
に
來
ら
し
む(86

)
︒

し
か
も
︑
黃
淮
と
楊
士
奇
に
命
じ
て
�
官
の
中
か
ら
謹
厚
篤
實
で
�
學
の
才
あ
る
者
を
d
ん
で
同
行
さ
せ
て
い
た
の
は
︑
單
な
る
�
搬
作
業
の

た
め
で
は
な
く
﹃
太
祖
御
製
�
集
﹄
と
再
修
本
﹃
太
祖
實
錄
﹄
の
重
修
を
永
樂
�
が
1
圖
し
て
い
た
か
ら
に
ち
が
い
な
い
︒

か
く
し
て
第
一
q
Ö
幸
中
の
北
京
の
宮
殿
で
︑
お
そ
ら
く
�
直
々
の
指
示
を
Ä
け
つ
つ
再
修
本
實
錄
の
改
訂
作
業
が
始
ま
っ
た
︒
第
一
q
Ö

幸
か
ら
南
京
に
戾
っ
て
い
た
永
樂
九
年
十
�
に
︑
正
式
に
監
修
官
や
總
裁
官
を
任
命
し
た
の
は
︑
實
は
形
式
上
の
手
續
き
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
︒
と
い
う
の
は
︑
こ
の
時
點
で
は
再
修
本
實
錄
は
北
京
に
�
ば
れ
て
お
り
す
で
に
南
京
に
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
︒
の
ち
に
三

修
本
の
完
成
後
に
︑
初
め
て
御
覽
用
の
實
錄
の
ほ
か
に
も
う
一
部
が
作
ら
れ
古
今
0
集
庫
に
收
藏
す
る
よ
う
に
な
る
が
︑
こ
の
時
點
で
は
ま
だ

副
本
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た(87

)
︒
南
京
で
任
命
さ
れ
た
監
修
官
ら
が
實
際
に
改
訂
作
業
に
從
事
で
き
た
の
は
︑
十
一
年
四
�
の
第
二
q
北
京
Ö

幸
以
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒

�
Ó
+
な
改
訂
作
業
を
施
し
た
三
修
本
の
﹃
太
祖
實
錄
﹄
が
監
修
官
の
夏
原
吉
と
總
裁
官
の
楊
榮
ら
に
よ
り
第
三
q
北
京
Ö
幸
中
の
�
に
上
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»
さ
れ
た
の
は
︑
永
樂
十
六
年
五
�
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た(88

)
︒

實
錄
の
記
載
で
總
裁
官
の
筆
頭
に
胡
廣
で
は
な
く
楊
榮
が
そ
の
名
を
列
ね
て
い
る
の
は
︑
胡
廣
が
病
の
た
め
に
奉
天
殿
で
行
わ
れ
た
實
錄
上

»
の
儀
式
に
加
わ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
︒
彼
は
そ
の
直
後
の
五
�
八
日
に
北
京
の
官
舍
で
o
く
な
っ
て
い
る(89

)
︒
實
際
の
改
訂
作
業
で
�

も
重
K
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
︑
や
は
り
九
年
六
�
の
監
修
官
等
の
正
式
任
命
に
先
立
っ
て
第
一
q
Ö
幸
中
に
重
修
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
胡

廣
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る(90

)
︒

三
修
本
が
上
»
さ
れ
た
十
六
年
五
�
と
い
う
時
8
は
︑
奉
天
殿
や
乾
淸
宮
の
円
設
工
事
も
始
ま
り
︑
北
京
�
都
に
む
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

い
よ
い
よ
�
Ó
段
階
を
´
え
て
い
た(91

)
︒
南
京
が
首
都
の
地
位
を
奪
わ
れ
︑
そ
の
地
位
を
北
京
に
讓
り
渡
す
日
が
來
る
こ
と
は
︑
Ö
幸
中
の
永
樂

�
に
隨
行
し
た
側

の
官
僚
た
ち
の
目
に
は
も
は
や
�
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
︒
そ
れ
は
洪
武
�
が
一
代
で
築
き
あ
げ
た
︑
%
営
の
南
京=

京
師
體
制
に
大
き
な
變
�
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
︒

こ
の
こ
と
は
︑
洪
武
�
か
ら
永
樂
�
へ
の
皇
位
繼
承
の
正
當
性
を
�
ら
か
に
す
べ
く
�
集
し
直
す
と
い
う
再
修
本
以
來
の
實
錄
�
集
方
針
と

も
齟
齬
を
來
す
こ
と
が
豫
想
さ
れ
た
︒
實
錄
の
改
訂
作
業
に
關
わ
っ
て
い
た
總
裁
官
や
纂
修
官
の
誰
か
が
そ
れ
に
氣
づ
き
︑
永
樂
�
の
も
と
で

い
ま
»
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
南
京=

京
師
體
制
の
改
變
を
な
る
べ
く
目
立
た
な
く
し
よ
う
と
�
慮
す
る
こ
と
は
︑
閏
分
に
想
定
さ
れ
る
︒
か
く
し

て
︑
洪
武
�
が
築
き
上
げ
た
南
京=

京
師
體
制
を
象
à
し
て
い
た
敕
�
書
﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
の
書
名
か
ら
﹁
京
城
圖
﹂
の
三
�
字
が
省
略
さ

れ
︑﹃
太
祖
實
錄
﹄
に
は
﹁
洪
武
志
﹂
の
語
だ
け
が
殘
さ
れ
の
で
あ
ろ
う
︒
つ
ま
り
︑
首
都
の
地
位
が
奪
わ
れ
る
南
京
に
反
比
例
し
て
︑
怨
た

に
首
都
に
豫
定
さ
れ
た
北
京
の
地
位
を
よ
り
重
視
す
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う(92

)
︒

も
ち
ろ
ん
三
修
本
實
錄
の
�
集
作
業
が
»
め
ら
れ
た
時
8
に
は
︑
南
京
は
ま
だ
首
都
の
地
位
を
失
っ
て
は
い
な
い
︒
南
京
と
北
京
の
兩
京
制

の
も
と
で
北
京
は
ま
だ
﹁
行
在
﹂
の
地
位
に
あ
り
︑
北
京
に
滯
在
す
る
永
樂
�
は
あ
く
ま
で
﹁
Ö
狩
﹂
で
あ
り
︑
首
都
の
南
京
は
皇
太
子
に

よ
っ
て
﹁
監
國
﹂
が
行
わ
れ
て
い
た(93

)
︒
し
か
し
な
が
ら
實
錄
の
中
で
は
︑﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
の
書
名
か
ら
三
�
字
を
故
1
に
略
し
て
﹁
洪
武

志
﹂
と
記
さ
れ
︑
そ
の
存
在
を
目
立
た
な
く
す
る
操
作
が
行
わ
れ
て
い
た
︒
つ
ま
り
︑
永
樂
十
九
年
正
�
の
北
京
�
都
の
實
現
に
先
ん
じ
て
南

― 146 ―

324



京
か
ら
首
都
の
地
位
を
奪
う
準
備
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

い
っ
た
ん
完
成
し
た
實
錄
は
︑
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
正
本
は
內
府
の
金
櫃
に
︑
副
本
は
內
閣
に
收
藏
さ
れ
た
︒
た
だ
し
︑
こ
う
し
た

慣
行
が
確
立
す
る
の
は
︑
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
弘
治
年
閒
の
こ
と
で
あ
り
︑
そ
れ
以
%
は
%
営
し
た
よ
う
に
上
»
本
は
御
覽
用
に

皇
�
の
手
も
と
に
置
か
れ
︑
副
本
が
宮
城
內
の
古
今
0
集
庫
に
收
藏
さ
れ
て
い
た(94

)
︒
い
ず
れ
に
せ
よ
︑
容
易
に
閱
覽
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
は

變
わ
り
な
い
︒
そ
れ
ゆ
え
︑﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
か
ら
﹁
京
城
﹂
と
﹁
圖
﹂
の
あ
わ
せ
て
三
�
字
を
故
1
に
省
略
し
た
行
爲
は
す
ぐ
に
�
る
み

に
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
し
た
が
っ
て
そ
れ
ほ
ど
實
質
+
な
1
味
を
持
た
な
か
っ
た
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
︒

し
か
し
︑
そ
れ
か
ら
�
百
年
後
の
嘉
靖
十
三
年

(一
五
三
四
)
︑
歷
�
實
錄
の
重
錄
作
業
が
大
規
模
に
行
わ
れ
る(95

)
の
を
契
機
に
し
て
實
錄
の
閱

覽
が
以
%
に
比
べ
て
か
な
り
容
易
に
な
っ
た
時
か
ら
︑
1
味
と
效
果
を
持
ち
始
め
る
こ
と
に
な
る
︒
南
京
が
首
都
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
た
頃
の
具
體
+
な
記
憶
は
︑
當
時
の
人
々
か
ら
も
う
す
で
に
h
れ
か
け
て
お
り
︑
か
わ
っ
て
陪
都
と
し
て
の
地
位
が
確
立
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る
︒
こ
の
時
に
い
た
っ
て
︑
三
修
本
實
錄
の
中
で
﹁
洪
武
志
﹂
と
略
し
た
行
爲
は
︑
よ
う
や
く
實
際
の
效
果
を
後
世
に
發
揮
し
は
じ
め
る
︒

そ
し
て
︑
梁
鴻
志
に
よ
る
江
蘇
省
立
國
學
圖
書
館
傳
抄
本
の
上
海
で
の
影
印
出
版

(一
九
四
一
年
)
や
黃
頴
永
に
よ
る
舊
國
立
北
#
圖
書
館
2

藏
紅
格
本
の
臺
北
で
の
影
印
出
版

(一
九
六
一
年
)
を
へ
て
︑
�
實
錄
の
閱
覽
と
利
用
が
一
層
に
容
易
と
な
っ
た
現
代
に
い
た
る
ま
で
影
�
を

�
ぼ
し
た
こ
と
は
︑
冒
頭
で
觸
れ
た
李
晉
華
ら
の
硏
究
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
︒
弘
治
年
閒
に
重
刻
さ
れ
た
が
ゆ
え
に
幸
い
に
し
て

後
世
に
殘
さ
れ
た
﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
を
も
と
に
︑
洪
武
の
都
︑
南
京
城
の
景
�
を
解
讀
復
元
す
る
作
業
が
我
々
の
q
の
課
題
と
な
る
︒

�(1
)

『
�
太
祖
實
錄
﹄
卷
二
四
三
︑
洪
武
二
十
八
年
十
二
�
辛
亥
︑﹁
洪
武

志
書
成
︒
其
書
営
都
城
山
川
地
里
︑
封
域
之
沿
革
︑
宮
闕
門
觀
之
制
度
︑

以
�
壇
r
・
寺
宇
・
街
市
・
橋
梁
之
円
置
�
易
︑
靡
不
具
載
︒
詔
刊
行

之
︒﹂

(2
)

楊
士
奇
等
﹃
�
淵
閣
書
目
﹄
卷
頭
︑﹁
�
淵
閣
書
目
題
本
﹂︒
宮
中
書

籍
の
南
京
か
ら
北
京
へ
の
移
×
に
つ
い
て
は
︑
拙
著
﹃
北
京
�
都
の
硏

究

︱
︱

世
中
國
の
首
都
移
轉
︱
︱
﹄
(
�
古
書
院
︑
二
○
○
四
年
)

序
違
三
︑
お
よ
び
張
升
・
王
円
國
﹁︽
�
淵
閣
書
目
︾
+
版
本
問
題
﹂
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﹃
歷
(
�
獻
硏
究
﹄
二
一
輯
︑
二
○
○
二
年
參
照
︒

(3
)

『
�
太
宗
實
錄
﹄
卷
二
○
一
︑
永
樂
十
六
年
六
�
乙
酉
の
條
︒

(4
)

『
�
太
祖
實
錄
﹄
卷
五
九
︑
洪
武
三
年
十
二
�
辛
酉
の
條
︒
こ
の

﹃
大
�
志
﹄
は
︑
黃
*
稷
�
﹃
千
頃
堂
書
目
﹄
卷
六
︑
地
理
類
上
で
は

﹁
大
�
志
書マ

マ

﹂
と
著
錄
さ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
後
営
す
る
よ
う
に
本

論
冒
頭
に
引
い
た
實
錄
の
(
料
原
�
﹁
洪
武
志
書
成
﹂
が
﹃
洪
武
京
城

圖
志
﹄
の
完
成
を
営
べ
て
い
た
こ
と
か
ら
-
斷
す
れ
ば
︑
そ
の
書
名
は

﹃
大
�
志
﹄
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
︒

(5
)

山
根
幸
夫
﹁﹃
大
�
一
瓜
志
﹄
に
つ
い
て
﹂﹃
�
淸
(
籍
の
硏
究
﹄

(
硏
�
出
版
︑
一
九
八
九
年
)
2
收
參
照
︒

(6
)

�
炎
武
﹃
日
知
錄
﹄
卷
二
二
︑
都
︒﹁
都
城
﹂
の
語
義
に
つ
い
て
は
︑

礪
波
護
﹁
中
國
都
城
の
思
想
﹂
岸
俊
男
�
﹃
都
城
の
生
態
﹄
日
本
の
古

代
9

(中
央
公
論
社
︑
一
九
八
七
年
)
2
收
參
照
︒

(7
)

山
根
幸
夫
�
﹃
怨
�
日
本
現
存
�
代
地
方
志
目
錄
﹄
(
�
古
書
院
︑

一
九
九
五
年
)
や

W
o
lfg
a
n
g
F
ra
n
k
e
;
A
n
In
tro
d
u
ctio
n
to
th
e

S
o
u
rces
o
f
M
in
g
H
isto
ry
,
U
n
iv
e
rsity
o
f
M
a
la
y
a
P
re
ss,
1
9
6
8
.

(傅
吾
康
�
﹃
�
代
(
籍
彙
考
﹄
)
で
は
地
方
志
の
南
直
隸
の
項
に
載
せ

る
︒
ま
た
﹃
中
國
方
志
大
辭
典
﹄
同
�
輯
委
員
會
�

(浙
江
人
民
出
版

社
︑
一
九
八
八
年
)
も
︑
方
志
書
名
・
江
蘇
の
項
で
本
書
を
取
り
上
げ

鯵
單
な
解
說
を
附
す
︒
但
し
﹃
京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
2
漢
籍
目

錄
﹄
(同
G
舍
︑
一
九
八
一
年
)
で
は
︑
(
部
第
十
一
地
理
類
︑
五
雜

地
志
之
屬
に
著
錄
し
︑
一
般
の
地
方
志
と
は
區
別
し
て
雜
地
志
に
分
類

し
て
い
る
︒
こ
れ
に
對
し
︑
中
國
科
學
院
北
京
天
�
臺
Ê
�
﹃
中
國
地

方
志
聯
合
目
錄
﹄
(中
華
書
局
︑
一
九
八
五
年
)
や
金
恩
輝
・
胡
営
兆

Ê
�
﹃
中
國
地
方
志
總
目
提
K
﹄
(
漢
美
圖
書
<
限
公
司
︑
一
九
九
六

年
)
で
は
 
く
著
錄
し
て
お
ら
ず
︑

年
の
中
國
で
は
本
書
を
地
方
志

と
し
て
�
わ
な
い
傾
向
に
あ
る
︒

刊
の
中
國
古
籍
總
目
�
纂
委
員
會

�
﹃
中
國
古
籍
總
目
﹄
(
部
7

(上
海
古
籍
出
版
社
︑
二
○
○
九
年
)

も
同
樣
で
︑
本
書
を
方
志
類
・
地
志
之
屬
・
南
京
市
の
項
に
は
載
せ
て

い
な
い
︒

(8
)

そ
の
後
︑
民
國
三
十
六
年

(一
九
四
七
)
に
は
︑
南
京
市
0
志
館
發

行
の
﹃
南
京
�
獻
﹄
三
號
に
H
活
字
で
收
載
さ
れ
た
︒
こ
の
H
活
字
本

は
︑
�
字
の
校
訂
に
問
題
が
殘
っ
て
い
た
も
の
の
︑
一
九
九
一
年
に
上

海
書
店
よ
り
そ
の
ま
ま
影
印
出
版
さ
れ
た
︒
ま
た
一
九
八
八
年
よ
り
刊

行
が
始
ま
っ
た
﹃
北
京
圖
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
﹄
(書
目
�
獻
出
版
社
)

第
二
四
册
に
︑
北
京
圖
書
館
2
藏
の
淸
抄
本
が
影
印
し
て
收
め
ら
れ
た
︒

さ
ら
に
二
○
○
六
年
に
は
︑
南
京
出
版
社
か
ら
﹃
南
京
稀
見
�
獻
叢

刊
﹄
の
一
册
と
し
て
﹃
洪
武
京
城
圖
志
・
金
陵
古
今
圖
考
﹄
が
鯵
體
字

で
出
版
さ
れ
て
�
�
し
た
︒
南
京
出
版
社
本
は
︑
弘
治
重
刻
本
を
底
本

に
用
い
︑
﹁
京
城
山
川
圖
﹂
は
淸
抄
本

(書
目
�
獻
出
版
社
本
)
で

補
っ
て
い
る
︒
た
だ
し
︑
弘
治
重
刻
本
に
附
貼
さ
れ
て
い
た
丁
丙
の
跋

�
は
民
國
影
印
本
に
は
收
め
ら
れ
て
い
た
が
︑
南
京
出
版
本
で
は
收
錄

し
て
い
な
い
︒
な
お
︑
南
京
�
獻
本
の
校
訂
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
︑

同
書
冒
頭
の
歐
陽
I
一
の
﹁
¹
讀
﹂
が
詳
し
く
論
じ
て
い
る
︒

(9
)

方
詩
銘
等
�
﹃
中
國
(
曆
日
和
中
西
曆
日
對
照
表
﹄
(上
海
辭
書
出

版
社
︑
一
九
八
七
年
)
參
照
︒

(10
)

�
�
で
�
初
に
�
纂
さ
れ
た
﹃
�
太
祖
實
錄
﹄
に
は
﹁
凡
例
﹂
が
殘

さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
︑
﹃
�
太
宗
實
錄
﹄
の
﹁
修
纂
凡
例
﹂
に
は
︑

﹁
一
︑
凡
纂
修
先
�
實
錄
�
�
輯
書
籍
︑
皆
書
︒﹂
と
あ
る
︒

(11
)

李
晉
華
﹃
�
代
敕
�
書
考
附
引
得
﹄
(
成
�
出
版
社
︑
一
九
六
六
年
)
︑
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初
版
は
一
九
三
二
年
︒
な
お
︑
李
が
擧
げ
た
敕
�
書
八
十
四
種
の
中
に

は
︑
書
籍
と
し
て
頒
行
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
︒
筆
者

が
あ
ら
た
め
て
檢
討
し
た
と
こ
ろ
で
は
︑
七
十
數
種
を
確
/
で
き
る
︒

附
表
﹁
�
洪
武
�
の
敕
�
書
一
覽
﹂
參
照
︒

(12
)

確
か
に
﹁
洪
武
京
城
圖
志
﹂
の
書
名
は
淸
︑
傅
維
鱗
﹃
�
書
﹄
卷
七

五
︑
經
籍
志
の
拾
補
・
古
今
志
の
部
分
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
︒
な
お
︑

同
卷
卷
頭
の
歷
代
皇
�
に
よ
る
敕
�
書
�
纂
の
槪
略
を
営
べ
た
部
分
に

は
﹁
(洪
武
)
二
十
八
年
︑
(中
略
)
印
�
洪
武
志
︑
其
書
営
山
川
都
邑
︑

宮
闕
壇
r
甚
詳
︒﹂
と
あ
っ
て
︑﹁
洪
武
志
﹂
が
宮
闕
や
壇
r
に
つ
い
て

の
記
営
が
と
て
も
詳
し
い
と
B
1
を
拂
い
な
が
ら
も
︑
傅
は
こ
れ
が

﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
で
あ
る
と
ま
で
は
指
摘
せ
ず
に
Ó
わ
っ
て
い
る
︒

(13
)

王
圻
﹃
續
�
獻
0
考
﹄
卷
一
七
八
︑
經
籍
考
も
︑
地
理
・
皇
�
部
分

の
�
初
に
﹁
洪
武
誌マ

マ

書マ
マ

洪
武
二
十
八
年
成
﹂
と
記
し
た
あ
と
に
﹁
大

�
志
﹂
や
﹁
寰
宇
0
志
﹂
を
排
列
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑﹁
洪
武
志
﹂

が
﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
で
あ
る
こ
と
に
は
氣
づ
い
て
い
な
い
と
-
斷
さ

れ
る
︒

(14
)

張
英
聘
﹃
�
代
南
直
隸
方
志
硏
究
﹄
(
社
會
科
學
�
獻
出
版
社
︑
二

○
○
五
年
)
二
三
頁
︒

(15
)

淸
︑
黃
*
稷
�
︑
瞿
鳳
û
・
潘
景
�
整
理
﹃
千
頃
堂
書
目
﹄
卷
六
︑

地
理
類
上

(上
海
古
籍
出
版
社
︑
二
○
○
一
年
)
一
五
九
頁
︒

(16
)

淸
︑
錢
儀
吉
�
﹃
碑
傳
集
﹄
卷
四
五
︑
陳
壽
祺
﹁
黃
*
稷
傳
﹂︒

(17
)

『洪
武
京
城
圖
志
﹄
卷
首
︑
王
俊
華
﹁
洪
武
京
城
圖
志
記
﹂︒

(18
)

『洪
武
京
城
圖
志
﹄
卷
首
︑
杜
澤
﹁
洪
武
京
城
圖
志
序
﹂︒

(19
)

淸
の
乾
隆
年
閒
に
�
纂
さ
れ
た
﹃
欽
定
續
0
志
﹄
が
︑﹃
洪
武
京
城

圖
志
﹄
を
﹁
藝
�
略
﹂
で
は
な
く
︑
卷
一
六
六
︑
圖
�
略
・
下
の
﹁
都

邑
﹂
に
著
錄
し
て
い
る
の
は
︑
そ
の
1
味
で
正
Û
を
射
て
い
る
︒
同
樣

に
楊
永
泉
�
﹃
南
京
�
獻
綜
合
目
錄
﹄
(南
京
大
學
出
版
社
︑
二
○
○

三
年
)
が
︑
本
書
を
﹁
方
志
﹂
で
は
な
く
︑
﹁
圖
表
﹂
に
分
類
し
て
い

る
の
も
µ
切
で
あ
る
︒
た
だ
し
︑
そ
の
�
者
を
禮
部
纂
修
で
は
な
く
王

俊
華
纂
修
と
し
て
い
る
の
は
些
か
正
確
さ
を
缺
い
て
い
る
︒

(20
)

民
國
影
印
本
末
尾
の
柳
詒
à
の
跋
�
で
は
︑
﹁
凡
目
十
三
︑
圖
六
﹂

と
あ
っ
て
六
圖
と
し
て
い
る
が
︑
南
京
出
版
社
鯵
體
字
本
で
は
﹁
圖
︑

實
は
八
副
と
爲
す
﹂
と
B
記
し
︑
訂
正
し
て
い
る
︒

(21
)

曹
婉
如
等
�
﹃
中
國
古
代
地
圖
集

(
�
代
)﹄
(
�
物
出
版
社
︑
一
九

九
四
年
)﹁
圖
版
說
�
﹂
で
は
︑
弘
治
重
刻
本
の
八
圖
の
う
ち
︑﹁
皇
城

圖
﹂﹁
街
市
橋
梁
圖
﹂
﹁
r
宇
寺
觀
圖
﹂
﹁
樓
館
圖
﹂
の
四
圖
を
揭
載
し

て
い
る
︒

(22
)

『洪
武
京
城
圖
志
﹄
卷
首
︑
杜
澤
﹁
洪
武
京
城
圖
志
序
﹂︒

(23
)

『
洪
武
京
城
圖
志
﹄
卷
首
︑
王
俊
華
﹁
洪
武
京
城
圖
志
記
﹂︒

(24
)

ù

(
23
)
%
揭
の
王
俊
華
﹁
洪
武
京
城
圖
志
記
﹂︒

(25
)

『
�
太
祖
實
錄
﹄
卷
二
四
四
︑
洪
武
二
十
九
年
正
�
壬
戌
の
條
︒﹃
國

�
獻
à
錄
﹄
卷
二
四
︑
b
部
一
︑
雷
禮
�
﹁
b
部
尙
書
杜
公
澤
傳
﹂︒

﹃
�
(
﹄
に
は
︑
杜
澤
の
傳
は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
︒

(26
)

『
�
太
祖
實
錄
﹄
卷
二
四
六
︑
洪
武
二
十
九
年
八
�
己
酉
の
條
︒

(27
)

『
�
(
﹄
卷
一
三
九
︑
門
克
怨
傳
︒

(28
)

『
�
太
祖
實
錄
﹄
卷
二
四
六
︑
洪
武
二
十
九
年
七
�
是
�
の
條
︒

(29
)

う
ち
︑
中
華
書
局
影
印
本
で
は
七
葉
裏
後
Ç
か
ら
一
六
葉
ま
で
が
缺

け
て
い
る
︒
因
み
に
︑
﹃
永
樂
大
典
﹄
同
卷
一
卷
を
丸
ま
る
影
印
し
た

の
が
︑
臺
灣
の
中
國
地
方
志
叢
書
・
華
中
地
方
第
四
六
七
號
に
收
錄
さ

れ
た
﹃
南
京
﹄
(
成
�
出
版
社
︑
一
九
八
三
年
)
で
あ
る
︒
た
だ
し
︑

― 149 ―

327



﹁
南
京
﹂
と
書
名
を
附
け
て
華
中
地
方
に
收
め
た
の
は
︑
L
解
を
招
き

易
い
︒
そ
の
內
容
に
は
︑
同
じ
く
﹁
南
京
﹂
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
も

の
の
︑
現
在
の
南
京
市
と
は
關
係
の
な
い
¥
・
宋
・
遼
・
金
四
�
の
都

城
の
記
事
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
︒
さ
ら
に
二
○
一
二
年
︑
中
國

の
南
京
出
版
社
が
南
京
稀
見
�
獻
叢
刊
の
一
册
に
︑
(
�
)
解
縉
纂

﹃
南
京
﹄
と
し
て
點
校
の
う
え
收
錄
し
た
の
は
同
叢
刊
の
中
に
す
で
に

﹃
洪
武
京
城
圖
志
﹄
を
收
錄
し
て
い
る
だ
け
に
︑
一
層
理
解
に
苦
し
む

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
︒

(30
)

『
�
太
宗
實
錄
﹄
卷
七
三
︑
永
樂
五
年
十
一
�
乙
丑
の
條
︒

(31
)

『洪
武
京
城
圖
志
﹄
卷
末
︑﹁
南
京
戶
部
Ê
事
王
鴻
儒
跋
﹂︒
な
お
︑

﹃
�
(
﹄
卷
一
八
五
に
は
︑
王
鴻
儒
の
傳
が
あ
る
︒

(32
)

正
德
﹃
江
寧
縣
志
﹄
卷
一
︑
官
守
表
︑
皇
�
・
知
縣
︑﹁
朱
宗
︑
子

因
︒
睢
州
人
︒
弘
治
元
年
由
貢
生
任
︒﹂
萬
曆
﹃
江
寧
縣
志
﹄
卷
六
︑

官
蹟
傳
・
朱
宗
︒
朱
宗
の
字
は
子
因
︑
河
南
睢
州
の
人
で
貢
生
出
身
で

弘
治
元
年
に
江
寧
知
縣
に
赴
任
し
た
︒
ま
た
﹃
�
孝
宗
實
錄
﹄
卷
一
二

四
︑
弘
治
十
年
四
�
庚
辰
の
條
に
よ
れ
ば
︑
朱
宗
は
南
京
b
部
の
考
察

に
よ
り
﹁
罷
軟
無
爲
﹂
と
さ
れ
︑
十
年
に
は
そ
の
任
を
去
っ
て
い
る
︒

な
お
︑
杜
信
孚
・
杜
同
書
﹃
 
�
分
省
分
縣
刻
書
考
﹄
(線
裝
書
局
︑

二
○
○
一
年
)
が
︑
江
蘇
省
家
刻
卷
・
睢
寧
縣
に
﹁
洪
武
京
城
圖
志
不

分
卷
︑
�
弘
治
五
年
江
蘇
省
睢
寧
縣
朱
宗
刊
本
﹂
と
し
て
揭
げ
て
い
る

の
は
︑
河
南
睢
州
の
L
り
で
あ
る
︒
ま
た
朱
宗
に
よ
る
本
書
の
出
版
は
︑

江
寧
知
縣
在
任
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
家
刻
本
と
い
う
よ
り
は
官
刻
本
と

-
斷
さ
れ
る
︒

(33
)

陳
沂
﹃
金
陵
古
今
圖
考
﹄
序
︒

(34
)

『國
�
獻
à
錄
﹄
卷
一
○
四
︑
�
璘
﹁
山
西
行
太
僕
寺
卿
陳
先
生
沂

墓
志
銘
﹂
︒
嘉
靖
﹃
南
畿
志
﹄
卷
首
︑
陳
沂
﹁
南
畿
志
序
﹂
︒﹃
�
淸
歷

科
»
士
題
名
碑
錄
﹄
�
正
德
十
二
年
丁
丑
科
»
士
題
名
碑
錄
の
賜
»
士

出
身
第
二
甲
に
︑﹁
陳
沂
︑
南
京
太
醫
院
醫
籍
︑
浙
江
鄞
縣
人
﹂
と
あ

る
︒

(35
)

嘉
靖
﹃
南
畿
志
﹄
卷
一
︑
總
志
一
︑
南
都
紀
︒

(36
)

歸
<
光
﹃
震
川
先
生
集
﹄
(
上
海
古
籍
出
版
社
︑
一
九
八
一
年
)
卷

五
︑﹁
題
洪
武
京
城
圖
志
後
﹂
︒

(37
)

歸
<
光
﹃
震
川
先
生
集
﹄
卷
二
五
︑
﹁
吳
純
甫
行
狀
﹂︒
同
書
卷
九
︑

﹁
×
吳
純
甫
先
生
會
試
序
﹂︒
嘉
靖
﹃
崑
山
縣
志
﹄
卷
七
︑
\
貢
・
國
�
︑

嘉
靖
十
年
辛
卯
科
︑
吳
中
英
︒

(38
)

李
晉
華
﹃
�
代
敕
�
書
考
﹄
に
は
︑
﹁
萬
歷マ

マ

十
九
年
辛
卯
︑
歸
<
光

赴
試
京
闈
︑
會
于
同
\
»
士
吳
中
英
家
見
藏
本
︑
當
卽
弘
治
五
年
重
刻

本
也
﹂
(二
一
頁
)
と
営
べ
る
︒
但
し
︑
歸
<
光
の
卒
年
は
隆
慶
五
年

(一
五
七
一
)
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
︑
萬
曆
十
九
年

(辛
卯
)
に
見
た

と
い
う
の
は
あ
り
得
な
い
︒
嘉
靖
十
年
辛
卯
の
L
り
で
あ
る
︒
ま
た
吳

中
英
を
»
士
と
す
る
の
も
L
り
で
︑
擧
人
の
ま
ま
o
く
な
っ
て
い
る
︒

ù

(
37
)
%
揭
の
﹃
崑
山
縣
志
﹄
等
參
照
︒

(39
)

大
木
康
﹃
�
末
江
南
の
出
版
�
¾
﹄
(
硏
�
出
版
︑
二
○
○
四
年
)︒

井
上
»
﹃
中
國
出
版
�
¾
(

︱
︱
書
物
世
界
と
知
の
風
景
︱
︱
﹄

(名
古
屋
大
學
出
版
會
︑
二
○
○
二
年
)
︒

(40
)

駱
兆
#
﹃
天
一
閣
藏
�
代
地
方
志
考
錄
﹄
(書
目
�
獻
社
︑
一
九
八

二
年
)
二
一
頁
︒
淸
︑
范
邦
甸
等
﹃
天
一
閣
書
目

天
一
閣
碑
目
﹄

(上
海
辭
書
出
版
社
︑
二
○
一
○
年
)
︒

(41
)

『
�
代
書
目
題
跋
叢
刊
﹄
(書
目
�
獻
出
版
社
︑
一
九
九
四
年
)︒
晁

瑮
の
經
歷
に
つ
い
て
は
︑﹃
�
世
宗
實
錄
﹄
卷
四
七
六
︑
嘉
靖
三
十
八
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年
九
�
戊
子
の
條
參
照
︒

(42
)

錢
L
益
等
﹃
絳
雲
樓
書
目

営
古
堂
藏
書
目
﹄
重
印
﹁
絳
雲
樓
書

目
﹂
序

(廣
�
書
局
︑
一
九
六
九
年
)︒

(43
)

王
雲
五
�
﹃
合
印
四
庫
 
書
總
目
提
K
�
四
庫
未
收
書
目
禁
燬
書

目
﹄
(臺
灣
商
務
印
書
館
︑
一
九
七
一
年
)︒

(44
)

朱
緖
曾
﹃
開
<
益
齋
讀
書
志
﹄
(﹃
淸
人
書
目
題
跋
叢
刊
﹄
七
︑
中
華

書
局
︑
一
九
九
三
年
2
收
)
卷
三
︑
地
理
︑﹁
洪
武
京
城
圖
志
﹂︒

(45
)

中
國
科
學
院
圖
書
館
整
理
﹃
續
修
四
庫
 
書
總
目
提
K

(稿
本
)﹄

(
部

(齊
魯
書
社
︑
一
九
九
六
年
)
五
一
七
頁
で
は
︑﹁
此
爲
弘
治
閒

江
甯マ

マ

縣
知
縣
朱
宗
O
刻
本
︑
盋
山
精
舍
影
印
︑
以
廣
其
傳
︒﹂
と
あ
り
︑

盋
山
精
舍
す
な
わ
ち
江
蘇
省
立
國
學
圖
書
館
が
影
印
し
た
と
し
て
い
る
︒

し
か
し
︑
南
京
の
中
社
が
私
+
な
同
人
結
社
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
︑

南
京
圖
書
館
で
の
閱
覽
の
際
に
た
ま
た
ま
閱
覽
室
で
お
會
い
し
た
同
館

の
ô
休
硏
究
館
員
で
版
本
目
錄
學
で
著
名
な
沈
爕
元
氏
か
ら
の
ご
敎
示

を
も
と
に
し
て
い
る
︒

(46
)

蔡
尙
思
﹁
柳
詒
à
先
生
之
�
﹂
鎭
江
市
政
協
�
(
Q
料
硏
究
委
員
會

�
﹃
柳
P
謀
先
生
紀
念
�
集
﹄
(一
九
八
六
年
)
2
收
︑
吳
忠
良
﹁
柳

詒
à
與
江
蘇
省
立
國
學
圖
書
館
﹂﹃
大
學
圖
書
館
學
報
﹄
二
○
一
二
年

四
8
︑
九
二
頁
︒

(47
)

『國
立
中
央
大
學
國
學
圖
書
館
小
(
﹄
(國
立
中
央
大
學
國
學
圖
書
館
︑

一
九
二
八
年
)︑
葉
楚
傖
・
柳
詒
à
Ê
�
﹃
首
都
志
﹄
(正
中
書
局
︑
一

九
六
六
年
)
卷
一
五
︑
藝
�
︑
公
藏
板
籍
︒

(48
)

�
廷
龍
﹁
柳
詒
à
先
生
與
國
學
圖
書
館
﹂
ù

(46
)
%
揭
の
著
書
2

收
︑
許
廷
長
﹁
柳
詒
à
振
興
國
學
圖
書
館
﹂
柳
曾
符
・
柳
佳
�
﹃
劬
堂

學
記
﹄
(上
海
書
籍
出
版
社
︑
二
○
○
二
年
)
2
收
︒

(49
)

『洪
武
京
城
圖
志
﹄
卷
末
︑
柳
詒
à
跋
︒

(50
)

『
洪
武
京
城
圖
志
﹄
卷
末
︑
丁
丙
跋
�
︒

(51
)

卞
孝
萱
﹁
丁
氏
八
千
卷
樓
興
廢
考
︱
︱
《
丁
氏
家
�
︾
Q
料
+
發
掘

利
用
﹂﹃
�
獻
﹄
二
○
○
四
年
二
8
︒

(52
)

任
繼
û
Ê
�
﹃
中
國
藏
書
樓
﹄
(遼
寧
人
民
出
版
社
︑
二
○
○
○
年
)

第
八
違


現
代
藏
書
︑
一
六
一
五
～
六
頁
︒
ù

(46
)
%
揭
の
吳
論

�
お
よ
び
ù

(48
)
%
揭
の
許
論
�
參
照
︒

(53
)

江
蘇
省
立
國
學
圖
書
館
�
﹃
江
蘇
省
立
國
學
圖
書
館
圖
書
總
目
︑
附

補
�
﹄
(廣
�
書
局
︑
一
九
七
○
年
)
卷
首
︑
同
讀
後
記
︒

(54
)

孫
宅
巍
・
蔣
順
興
﹃
民
國
�
都
紀
實
﹄
(中
國
�
(
出
版
社
︑
二
○

一
二
年
)
︑
笠
原
十
九
司
﹃
南
京
事
件
﹄
(
岩
波
書
店
︑
一
九
九
七
年
)︒

(55
)

孫
永
如
﹃
柳
詒
à
À
傳
﹄
(百
花
洲
�
藝
出
版
社
︑
一
九
九
三
年
)

二
五
～
六
頁
︒
柳
定
生
﹁
柳
詒
à
年
�
鯵
�
﹂
ù

(48
)
%
揭
の
柳
�

著
書
2
收
︑
三
六
○
頁
︒
日
附
と
箱
數
は
後
者
に
よ
る
︒

(56
)

農
洩
雄
・
關
永
�
﹁
日
本
å
華
戰
爭
對
中
國
圖
書
館
事
業
+
破
壞
﹂

﹃
抗
日
戰
爭
硏
究
﹄
一
九
九
四
年
三
8
︒

(57
)

ù

(
55
)
%
揭
の
孫
著
書
三
二
～
三
頁
︒

(58
)

柳
詒
à
﹁
江
蘇
省
立
國
學
圖
書
館
現
存
目
序
﹂﹃
柳
P
謀
先
生
�
錄
﹄

(廣
�
書
局
︑
一
九
七
○
年
)
序
跋
︒

(59
)

許
廷
長
﹁
柳
詒
à
振
興
國
學
圖
書
館
﹂
お
よ
び
柳
定
生
﹁
柳
詒
à
年

�
鯵
�
﹂
ù

(
48
)
%
揭
の
柳
�
著
書
2
收
︒

(60
)

許
廷
長
﹁
柳
詒
à
振
興
國
學
圖
書
館
﹂
︒

(61
)

善
本
の
閱
覽
は
︑
同
館
業
務
管
理
部
に
勤
務
す
る
�
剛
氏
の
協
力
に

よ
り
可
能
と
な
っ
た
︒
�
氏
は
小
尾
孝
夫
氏

(現
︑
大
東
�
¾
大
學



師
)
の
紹
介
に
よ
る
︒
こ
こ
に
記
し
て
謝
1
を
表
す
る
︒
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(62
)

筆
者
の
閱
覽
に
先
立
ち
南
京
圖
書
館
を
訪
れ
同
館
の
電
子
畫
宴
を
利

用
し
弘
治
重
刻
本
を
�
査
し
て
い
た
だ
い
た
渡
邊
永
哉
氏

(現
︑
東
北

大
學
大
學
院
�
學
硏
究
科
專
門
硏
究
員
)
よ
り
︑
民
國
影
印
本
は
弘
治

重
刻
本
を
ほ
ぼ
忠
實
に
影
印
し
て
い
る
も
の
の
︑
重
刻
本
の
表
紙
裏
に

附
貼
さ
れ
て
い
た
丁
丙
の
�
違
を
影
印
本
で
は
卷
末
の
朱
緖
曾
﹁
洪
武

京
城
圖
志
﹂
の
後
に
收
め
る
な
ど
の
變
�
點
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
の
敎
示
を
得
た
︒

(63
)

ù

(2
)
%
揭
の
拙
著
序
違
二
參
照
︒

(64
)

ù

(2
)
%
揭
の
拙
著
序
違
三
參
照
︒
ま
た
永
樂
十
六
年
五
�
に
»

S
さ
れ
た
三
修
本
﹃
太
祖
實
錄
﹄
の
內
容
の
一
部
に
も
︑
»
行
中
の
北

京
�
都
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
反
映
し
て
い
る
點
に
つ
い
て
は
︑
同
書
第
一

違
の
ù

(12
)
參
照
︒

(65
)

王
崇
武
﹃
�
靖
難
(
事
考
證
稿
﹄
國
立
中
央
硏
究
院
歷
(
語
言
硏
究

2
專
刊
二
五
︑
一
九
四
八
年
︒
閒
野
潛
龍
﹃
�
代
�
¾
(
硏
究
﹄
(同

G
舍
︑
一
九
七
九
年
︑
原
載
一
九
六
三
年
)︑
陳
學
霖
﹁︽
�
實
錄
︾
與

�
初
(
事
硏
究
﹂
林
徐
典
�
﹃
漢
學
硏
究
之
囘
�
與
%
贍
﹄
歷
(
哲
學

卷

(中
華
書
局
︑
一
九
九
五
年
)
2
收
︑
川
越
泰
f
﹃
円
�
�
(
の
硏

究
﹄
(
�
古
書
院
︑
一
九
九
七
年
)︑
謝
貴
安
﹃
�
實
錄
硏
究
﹄
(湖
北

人
民
出
版
社
︑
二
○
○
三
年
)
等
參
照
︒
と
く
に
陳
學
霖
論
�
は
︑
淸

末
以
來
の
�
實
錄
に
關
す
る
硏
究
︑
�
び
﹃
太
祖
實
錄
﹄
と
﹃
太
宗
實

錄
﹄
に
見
ら
れ
る
改
竄
と
粉
u
の
問
題
に
關
す
る
硏
究
(
を
槪
括
し
て

お
り
<
益
で
あ
る
︒

(66
)

ù

(65
)
%
揭
の
閒
野
著
書
で
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
(
料
で
あ

る
が
︑
黃
省
曾

(嘉
靖
の
擧
人
)
は
︑﹃
太
祖
實
錄
﹄
と
﹃
太
宗
實
錄
﹄

を
比
べ
た
う
え
で
後
者
で
は
官
僚
の
傳
が
極
め
て
鯵
略
と
な
り
ま
る
で

履
歷
書
の
よ
う
に
な
っ
た
と
+
確
に
指
摘
す
る
︒
﹃
五
嶽
山
人
集
﹄
卷

三
四
︑
雜
�
︑
﹁
(
說
下
﹂
︒
こ
れ
に
よ
れ
ば
︑
そ
の
鯵
略
¾
し
た
理
由

を
總
裁
官
ら
の
個
人
+
な
責
任
に
歸
し
て
い
る
が
︑
南
京
に
殘
る
檔
案

類
を
活
用
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
(
料
+
制
�
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
︒

(67
)

沈
德
符
﹃
萬
曆
野
獲
�
﹄
卷
一
︑
列
�
﹁
國
初
實
錄
﹂
︒
黃
頴
永
は
︑

﹁
讀
�
刊
毓
慶
勳
懿
集
2
載
�
太
祖
與
武
定
侯
郭
英
敕
書
﹂﹃
國
立
中
央

硏
究
院
歷
(
語
言
硏
究
集
刊
﹄
三
四
︑
一
九
六
三
年
︑
の
ち
に
﹃
�
淸

(
硏
究
叢
稿
﹄
(臺
灣
商
務
印
書
館
︑
一
九
七
七
年
)
收
錄
に
お
い
て
︑

武
定
侯
郭
英
に
與
え
ら
れ
た
敕
書
を
も
と
に
﹃
太
祖
實
錄
﹄
改
竄
の
具

體
相
を
�
ら
か
に
し
て
い
る
︒

(68
)

『
國
榷
﹄
卷
一
一
︑
惠
宗
円
�
三
年
十
二
�
乙
卯
朔
の
條
︒

(69
)

『
�
太
宗
實
錄
﹄
卷
二
一
︑
永
樂
元
年
六
�
辛
酉
の
條
︒

(70
)

『
國
榷
﹄
卷
一
一
︑
惠
宗
円
�
元
年
正
�
丁
酉
の
條
︒
朱
睦
㮮
﹃
革

除
逸
(
﹄
︒

(71
)

『
�
(
﹄
卷
一
四
三
︑
葉
惠
仲
傳
︑﹁
葉
惠
仲
︑
臨
海
人
︒
與
兄
夷
仲

竝
<
�
名
︑
以
知
縣
à
修
太
祖
實
錄
︑
�
知
南
昌
府
︒
永
樂
元
年
坐
直

書
靖
難
事
︑
族
誅
︒
﹂

(72
)

『
�
太
祖
實
錄
﹄
卷
一
四
七
︑
洪
武
十
五
年
八
�
丙
戌
の
條
︒

(73
)

吳
晗
﹁
�
成
祖
生
母
考
﹂﹃
淸
華
學
報
﹄
一
○
卷
三
8
︑
一
九
三
五

年
︑
の
ち
北
京
市
歷
(
學
會
Ê
�
﹃
吳
晗
(
學
論
著
d
集
﹄
第
一
卷

(人
民
出
版
社
︑
一
九
八
四
年
)
に
收
錄
︒

(74
)

『
�
太
祖
實
錄
﹄
卷
七
一
︑
洪
武
五
年
正
�
戊
寅
の
條
︒

(75
)

『
�
太
宗
實
錄
﹄
卷
一
二
○
︑
永
樂
九
年
十
�
乙
巳
の
條
︒

(76
)

þ
敏
政
�
﹃
皇
�
�
衡
﹄
(四
部
叢
刊
本
)
卷
五
︑
表
牋
︑
解
縉
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﹁
»
實
錄
表
﹂︒﹃
國
榷
﹄
卷
一
二
︑
成
祖
円
�
四
年
十
�
己
未
の
條
︒

(77
)

ù

(65
)
%
揭
の
閒
野
著
書
一
二
～
一
六
頁
︒

(78
)

『
�
太
宗
實
錄
﹄
卷
三
三
︑
永
樂
二
年
七
�
甲
寅
・
乙
卯
・
丙
辰
の

條
︒

(79
)

『
�
太
宗
實
錄
﹄
卷
八
八
︑
永
樂
七
年
二
�
丁
亥
の
條
︒
茹
瑺
が
�

詠
自
殺
し
た
こ
と
は
︑﹃
�
(
﹄
卷
一
五
一
︑
茹
瑺
傳
に
見
え
る
︒

(80
)

『
�
0
鑑
﹄
(中
華
書
局
︑
一
九
五
九
年
)﹁
義
例
﹂
な
お
︑
こ
こ
で

営
べ
ら
れ
て
い
る
夏
燮
の
見
解
に
は
︑
些
か
不
正
確
な
論
點
が
多
く
殘

さ
れ
て
い
る
︒
ま
ず
﹃
�
(
﹄
卷
一
四
一
︑
黃
子
澄
傳
の
﹁
周
王
︑
燕

の
母
弟
︑
周
を

ず
る
は
是
れ
燕
の
手
足
を
剪
る
な
り
﹂
と
い
う
記
営

は
︑
初
修
本
實
錄
の
�
か
に
殘
っ
た
記
事
と
し
て
い
る
︒
し
か
し
な
が

ら
円
�
�
の
も
と
で

藩
を
»
め
る
黃
子
澄
の
眞
1
を
露
わ
に
す
る
發

言
が
︑
初
修
本
﹃
太
祖
實
錄
﹄
に
そ
の
ま
ま
載
せ
ら
れ
る
こ
と
自
體
ま

ず
あ
り
得
な
い
︒
ま
た
永
樂
九
年
に
解
縉
が
罪
を
得
た
こ
と
に
端
を
發

し
︑
再
修
本
の
重
修
が
命
じ
ら
れ
た
と
す
る
の
も
問
題
で
あ
る
︒
解
縉

の
こ
と
を
�
に
譖
る
者
が
彼
が
總
裁
官
を
務
め
た
再
修
本
の
記
載
內
容

に
つ
い
て
も
問
題
に
し
た
の
で
︑
�
は
李
景
隆
と
茹
瑺
の
心
Ò
不
正
を

も
疑
い
そ
の
重
修
を
命
じ
た
と
推
定
し
て
い
る
︒
し
か
し
本
�
中
で
指

摘
し
た
よ
う
に
︑
再
修
本
重
修
の
命
は
︑
す
で
に
七
年
の
第
一
q
北
京

Ö
幸
後
に
é
林
學
士
胡
廣
に
出
さ
れ
て
い
た
︒
ま
た
﹁
心
Ò
不
正
﹂
に

茹
瑺
ま
で
含
め
る
の
も
︑
%
に
觸
れ
た
よ
う
に
正
確
さ
を
缺
い
て
い
る
︒

(81
)

ù

(65
)
%
揭
の
陳
論
�
一
一
七
頁
︒

(82
)

ù

(73
)
%
揭
の
吳
論
�
五
四
九
～
五
○
頁
︒

(83
)

ù

(65
)
%
揭
の
閒
野
著
書
一
三
～
一
八
頁
︒

(84
)

吳
晗
﹁
記
︽
�
實
錄
︾﹄﹂﹃
歷
(
語
言
硏
究
2
集
刊
﹄
一
八
8
︑
一

九
四
八
年
︑
の
ち
北
京
市
歷
(
學
會
Ê
�
﹃
吳
晗
(
學
論
著
d
集
﹄
第

二
卷

(人
民
出
版
社
︑
一
九
八
六
年
)
2
收
三
三
四
頁
︒
ù

(65
)
%

揭
の
閒
野
著
書
一
六
頁
お
よ
び
謝
著
書
一
二
七
頁
等
參
照
︒

(85
)

胡
儼
﹃
頤
庵
�
d
﹄
卷
上
︑
墓
誌
碑
銘
﹁
�
淵
閣
大
學
士
Ø
左
春
坊

大
學
士
贈
Q
善
大
夫
禮
部
尙
書
謚
�
穆
胡
公
墓
誌
銘
﹂︒

(86
)

『
�
太
宗
實
錄
﹄
卷
九
三
︑
永
樂
七
年
六
�
己
酉
の
條
︒
な
お
︑
ù

(65
)
%
揭
の
謝
著
書
一
二
七
頁
で
︑﹃
太
祖
實
錄
﹄
の
北
京
へ
の
�
搬

を
北
京
�
都
後
の
こ
と
と
し
て
い
る
の
は
北
京
Ö
幸
後
の
L
り
で
あ
る
︒

(87
)

『
�
太
宗
實
錄
﹄
卷
二
○
○
︑
永
樂
十
六
年
五
�
庚
戌
朔
の
條
︒

(88
)

ù

(
87
)
%
揭
(
料
︒

(89
)

ù

(
85
)
%
揭
(
料
︒

(90
)

胡
廣
が
父
の
御
(
胡
子
祺
の
た
め
に
書
い
た
墓
表
の
一
部

(
西
安
�

都
の
提
案
を
含
む
)
を
實
錄
に
加
筆
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
︑
ù

(2
)
%
揭
の
拙
著
第
一
違
の
中
で
指
摘
し
た
︒
な
お
︑
そ
の
後
に
氣

づ
い
た
(
料
で
あ
る
が
︑
永
樂
十
五
年
に
é
林
院
侍


王
洪
が
密
駅
し

て
胡
廣
が
父
親
子
祺
の
實
錄
の
傳
を
潤
色
し
た
と
誣
吿
し
た
事
實
が
あ

る
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
︑
す
で
に
當
時
か
ら
一
部
に
は
疑
い
の
目
で
見
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
-
る
︒﹃
�
太
宗
實
錄
﹄
卷
一
九
二
︑
永
樂
十
五
年

八
�
庚
寅
︑﹁
改
命
行
在
é
林
院
侍


王
英
爲
鄉
試
考
官
︑
出
侍


王

洪
爲
禮
部
Ê
事
︒
洪
杭
州
人
︑
由
»
士
任
行
人
陞
給
事
中
︑
以
�
學
�

é
林
院
檢
討
︑
陞
修
譔
復
陞
侍


︒
洪
初
<
操
守
︑
恒
自
X
矜
己
傲
物
︑

醉
輙
出
忿
語
斥
同
列
︑
以
不
得
爲
學
士
中
懷
怏
怏
︒
嘗
密
駅
誣
學
士
胡

廣
︑
其
父
子
祺
爲
�
#
知
府
︑
以
罪
死
︒
廣
不
當
於
實
錄
隱
其
罪
︒
上

察
知
子
祺
實
卒
於
官
︑

不
直
洪
︒﹂

(91
)

ù

(2
)
%
揭
の
拙
著
第
三
違
參
照
︒
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(92
)

本
�
の
推
定
を
さ
ら
に
補
强
す
る
傍
證
を
一
例
擧
げ
る
と
︑﹃
�
太

祖
實
錄
﹄
卷
三
五
︑
洪
武
元
年
十
�
戊
寅
の
條
に
は
︑﹁
上
以
元
都
#

詔
天
下
曰
︑
(中
略
)
�
豫
菲
德
︑
�
此
丕
圖
︑
荷
上
天
眷
佑
︑
臣
Y

翊
贊
︑
Z
基
江
左
︑
#
定
中
原
︑
睠
惟
幽
・
燕
實
彼
本
根
︑
命
將
北
伐
︑

列
郡
皆
順
︒
已
於
洪
武
元
年
八
�
初
二
日
克
其
都
城
︒
胡
君
�
_
︑
兵

無
犯
于
秋
毫
︒
民
不
移
其
市
肆
︑
捷
�
來
奏
︑
良
副
\
懷
︒
已
改
其
都

爲
北
#
府
︑
命
官
屯
守
︒
海
宇
旣
同
︑
國
瓜
斯
正
︑
方
與
生
民
共
此
安

#
之
福
︒
尙
賴
中
外
臣
僚
夙
夜
公
勤
︑
以
匡
\
之
不
_
︒
2
<
事
宜
具

條
于
左
︒﹂
と
あ
り
︑
元
の
大
都
を
接
收
し
た
時
の
詔
を
載
せ
て
い
る
︒

發
出
さ
れ
た
詔
の
原
�
を
よ
り
忠
實
に
收
錄
し
て
い
る
と
-
斷
さ
れ
る

嘉
靖
刊
本
﹃
皇
�
詔
令
﹄
(
�
海
出
版
社
︑
一
九
八
四
年
)
卷
一
︑
太

祖
高
皇
�
上
︑﹁
克
燕
京
詔
﹂
(洪
武
元
年
十
�
)
と
實
錄
の
記
営
を
比

�
す
る
と
︑
�
つ
か
の
�
字
の
衣
同
が
見
ら
れ
る
中
で
傍
線
を
附
し
た

﹁
其
都
城
﹂﹁
其
都
﹂
と
い
う
表
現
が
︑﹃
皇
�
詔
令
﹄
で
は
い
ず
れ
も

﹁
燕
城
﹂
と
表
記
さ
れ
て
い
る
點
が
B
目
さ
れ
る
︒
實
錄
の
こ
の
部
分

も
︑
お
そ
ら
く
北
京
へ
の
�
都
が
現
實
の
も
の
と
な
り
つ
あ
つ
あ
っ
た

三
修
本
の
�
纂
段
階
で
︑
北
京
が
%
�
の
都
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
っ
て

そ
の
地
へ
の
�
都
の
`
當
性
を
よ
り
强
�
す
べ
く
改
め
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
︒
少
な
く
と
も
洪
武
初
年
か
ら
円
�
年
閒
ま
で
は
﹁
北
#
﹂
と
呼

ば
れ
て
い
た
北
京
は
︑
王
府
が
置
か
れ
た
地
方
都
市
に
す
ぎ
ず
︑
初
修

本
に
こ
の
詔
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
︑﹃
皇
�
詔
令
﹄
の
ま
ま

に
﹁
燕
城
﹂
と
記
さ
れ
て
い
た
可
能
が
高
い
か
ら
で
あ
る
︒
な
お
︑
�

海
出
版
社
本
は
︑
�
者
を
﹁
�
・
不
著
�
人
﹂
と
し
て
い
る
が
︑
そ
の

目
錄
に
﹁
嘉
靖
二
十
七
年
正
�
浙
江
布
政
a
司
校
補
﹂
と
記
し
て
い
る

こ
と
か
ら
︑
首
都
圖
書
館
2
藏
本
と
同
一
刻
本
と
-
斷
で
き
︑
浙
江
監

察
御
(
傅
鳳
翱
が
�
纂
し
浙
江
布
政
a
司
に
よ
り
校
補
を
へ
て
官
刻
さ
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NANJINGʼS LOSS OF CAPITAL STATUS :AN INTRODUCTION

TO THE RESEARCH ON THE HONGWU

JINGCHENG TUZHI 洪武京城圖志

ARAMIYA Manabu

The Hongwu Jingcheng tuzhi is a book compiled by imperial edict and pub-

lished in the 28th year of the Hongwu era (1395) of the Ming dynasty. The book

contains eight illustrations, including those of the Huangcheng and the Jingcheng

shanchuan, and 13 sections, including those devoted to palaces and castle gates.

This book was published when construction of the capital city of Nanjing had

reached its final stage ― which continued for 30 years leading up to the last years of

Zhu Yuanzhang. This book was imbued with the strong sense of attachment that

Emperor Hongwu felt towards Nanjing. However, this book was not widely dis-

seminated during the Ming dynasty. The only extant wood-block version of this

book is the second edition made during the Hongzhi era, which is held by the

Nanjing Library, and the whereabouts of the first edition is unknown.

The record of the publication of this book in vol. 243 of the Taizu shilu 太祖實錄

notes the title simply as Hongwu zhi. The chief officers involved in the editing,

namely Director-General and Compiler, intentionally omitted the characters for

capital city (Jingcheng) in an attempt to obscure the fact that such a book concern-

ing the capital, Nanjing, had been published. The Taizu shilu, which was compiled

in the Jianwen era for the first time, was revised twice by the order of Emperor

Yongle. Only the final third, revised edition exists. It was during the first imperial

visit to Beijing that the order for the final revision was given to Hu Guang and

others who were Hanlin Academicians. Work began in Beijing based on direct in-

structions from the Emperor. This revision was finished and submitted in the 16th

year of the Yongle era (1418).

During this period, the project to relocate the capital had reached its final stage.

The entourage of bureaucrats who accompanied the Emperor was already aware

that Nanjing would lose its capital status and the capital would soon be transferred

to Beijing. This was expected to come into conflict with the policy of revision,

which stipulated that the Taizu shilu must be revised for the purpose of clarifying

the legitimacy of the imperial succession from Emperor Hongwu to Emperor

Yongle. Someone, such as the Director-General or the Compiler, noticed this and
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tried to ensure that the shift from the Nanjing capital system advanced by Emperor

Yongle would be as inconspicuous as possible. It is thought that three characters

(Jingcheng tu) were omitted from the title in the Taizu shilu, leaving only the word

Hongwu zhi.

It was not the case that Nanjing lost its status as a capital while the revisions

were underway. However, prior to the relocation of the capital in the 19th year of

the Yongle era (1421), preparations were initiated in the Taizu shilu to deprive

Nanjing of its capital status.

A DISPUTE OVER AN INHERITANCE AMONG MUSLIMS IN THE

VOLGA-URAL REGION OF THE RUSSIAN EMPIRE IN THE LATE

19TH CENTURY : “LITIGATION” AND ISLAMIC LAW IN THE

ORENBURG MUHAMMADAN ECCLESIASTICAL ASSEMBLY

ISOGAI Masumi

This paper focuses on a dispute over a division of an inheritance “according to

Sharʻīa” among Turkic Muslims (Tatars, Bashkirs) in the Volga-Ural region of the

Russian Empire in the late 19th century, and explains administrative procedures

employed in the judicial settlement made by the Orenburg Muhammadan Ecclesi-

astical Assembly.

The procedures employed in the Ecclesiastical Assembly, by its members, i. e.

qād
̇
īs, and by imāms of mah

̇
allas under its jurisdiction, differed from those of

Sharʻīa courts under historical Muslim governments, e. g. that of the Ottoman Em-

pire. On the whole, their judicial work followed the laws of the Russian Empire

procedurally. At the same time, they followed Islamic law in general for substan-

tive legal issues, even citing Arabic phrases from Islamic law books and writing

those phrases into documents they prepared or examined. But, we need further

studies to grasp the syncretic integration or combinations of the imperial law and

Islamic law.

Characteristics of the Ecclesiastical Assembly as a judicial institution were

different from those of Sharʻīa courts, and were similar to those of general courts of

the Russian Empire before the “Great Reforms.” We can say that the Ecclesiasti-

cal Assembly examined cases on the basis of written documents in ex-officio

investigative-like fashion. In such an imperial judicial and administrative system,
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